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取取取りりり付付付けけけ要要要領領領

はははじじじめめめににに
この GeoLink® スプレーシステムキットは、芝生に液剤を散布する専用装置のための補助装置アタッチメントであ
り、そのような業務に従事するプロのオペレータが運転操作することを前提として製造されています。この製
品は、集約的で高度な管理を受けている公園やゴルフ場、スポーツフィールド、商用目的で使用される芝生
に対して液剤を散布することを主たる目的として製造されております。

弊社のウェブサイトwww.Toro.comで、製品の安全な取扱いや運転に関する講習資料、アクセサリ情報の閲覧、
代理店についての情報閲覧、お買い上げ製品の登録などを行っていただくことができます。
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安安安全全全にににつつついいいててて
警警警告告告

こここののの散散散布布布装装装置置置ででで取取取りりり扱扱扱ううう農農農薬薬薬ははは人人人体体体ややや動動動植植植物物物、、、土土土壌壌壌なななどどどににに危危危険険険ををを及及及ぼぼぼすすす可可可能能能性性性がががあああるるるのののででで取取取りりり扱扱扱
いいいにににははは十十十分分分注注注意意意すすするるるこここととと。。。

• 自自自分分分自自自身身身ののの安安安全全全ををを守守守るるるたたためめめににに、、、農農農薬薬薬ををを取取取りりり扱扱扱ううう前前前ににに、、、容容容器器器ににに張張張っっってててあああるるるラララベベベルルルややや安安安全全全デデデーーータタタシシシーーートトト
MSDSなななどどど取取取りりり扱扱扱いいい上上上ののの注注注意意意をををよよよくくく読読読んんんででで理理理解解解ししし、、、薬薬薬剤剤剤メメメーーーカカカーーーののの指指指示示示ををを守守守るるる。。。たたたとととえええばばば、、、保保保護護護めめめがががねねね
ゴゴゴグググルルル、、、手手手袋袋袋なななどどど、、、薬薬薬剤剤剤とととののの接接接触触触ををを防防防止止止ししし危危危険険険かかかららら身身身ををを守守守るるるここことととのののででできききるるる適適適切切切ななな保保保護護護対対対策策策ををを講講講じじじるるる。。。

• 散散散布布布すすするるる薬薬薬剤剤剤ははは一一一種種種類類類とととははは限限限らららななないいいのののででで、、、取取取りりり扱扱扱っっっててていいいるるるすすすべべべてててののの薬薬薬剤剤剤ににに関関関しししててて注注注意意意事事事項項項ををを必必必ずずず確確確
認認認すすするるる。。。

• 上上上記記記安安安全全全確確確保保保ににに必必必要要要ななな情情情報報報ががが手手手ににに入入入らららななないいい場場場合合合にににははは、、、こここののの装装装置置置ののの運運運転転転ををを拒拒拒否否否しししてててくくくだだださささいいい。。。

• 散散散布布布装装装置置置ののの整整整備備備ややや修修修理理理をををすすするるる時時時ははは、、、そそそののの前前前ににに必必必ずずず、、、そそそののの装装装置置置ががが薬薬薬剤剤剤メメメーーーカカカーーーののの指指指示示示通通通りりりににに3回回回のののすすす
すすすぎぎぎ洗洗洗いいいややや必必必要要要ななな中中中和和和処処処理理理ををを実実実行行行済済済みみみででであああるるるこここととと、、、さささらららににに、、、すすすべべべてててのののバババルルルブブブにににそそそれれれぞぞぞれれれ 3 回回回ののの開開開閉閉閉
操操操作作作洗洗洗浄浄浄ががが実実実施施施ささされれれててていいいるるるここことととををを確確確認認認すすするるる。。。

• 十十十分分分ななな量量量ののの水水水ととと石石石鹸鹸鹸ををを身身身近近近ににに常常常備備備ししし、、、薬薬薬剤剤剤ががが皮皮皮膚膚膚ににに直直直接接接触触触れれれたたた場場場合合合にににははは、、、直直直ちちちににに洗洗洗いいい流流流すすすこここととと。。。
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取取取りりり付付付けけけ
付付付属属属部部部品品品

すべての部品がそろっているか、下の表で確認してください。

手手手順順順 内内内容容容 数数数量量量 用用用途途途

1 必要なパーツはありません。 – キット取り付けの準備。

2 必要なパーツはありません。 – オプション機器についている後ワイヤハー
ネスのコネクタ接続を外します。

3 スイッチのプラグ収納式ホースリールキッ
ト—Toro P/N 99-7420 1 ピボット式ホースリールキットオプションの

接続を外す。

4 必要なパーツはありません。 – キャリッジ下シュラウドを取り外します。

5 必要なパーツはありません。 –
エンジン制御モジュールと取り付けブラ
ケットを外しますガソリンエンジン搭載車
両。

6 必要なパーツはありません。 – ダッシュボード用の水圧検知チューブを
外します。

7 後方ワイヤハーネス 1 後ワイヤハーネスを機体から外します。

ケーブルタイ 18 スイッチのプラグ 1 散布レートスイッチを外す。

フィッティングのキャップ 1
キャップクイックカップラ 39
リテーナ 3

ブームバルブを取り外します。

フローメータ2016 年度版のマシンでエ
クセラレート散布システムを搭載してい
ないマシンの場合にのみ必要となるも
のこのキットには入っていないToro P/N
106-1038。

1

フランジクランプ 51 mm2" 1
ガスケット外径 1-5/16" 1
バーブ付きフランジフィッティング1" 1
ホース1" x 7¼" 1
ホースクランプ 3
水圧トランスデューサ2016 年度版のマ
シンでエクセラレート散布システムを搭載
していないマシンの場合にのみ必要とな
るものこのキットには入っていないToro
P/N 130-8202。

1

ポート付きフィッティング キャップ2016 年
度版のマシンでエクセラレート散布シス
テムを搭載していないマシンの場合にの
み必要となるものこのキットには入ってい
ないToro P/N 127-1185。

1

マニホルド 1
ホース1" x 8½" 1

10

R クランプ 1

フローメータと水圧トランスデューサを取
り付けます。
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手手手順順順 内内内容容容 数数数量量量 用用用途途途

バルブマウントスプレーバルブアセンブリ 1
ボルト4 x 10 mm 4
散布コントローラ 1
フランジロックナット4 mm 4
フランジヘッドボルト5/16" x ¾" 8
フランジロックナット5/16" 8
ホースクランプ 1
フランジヘッドボルト¼" x ¾" 2

11

フランジロックナット¼" 2

バルブマウントとスプレーバルブを取り
付けます。

12 必要なパーツはありません。 – 散布ノズル用ホースを取り外します。

給液ホース279cm 2
給液ホース234cm 2
給液ホース188cm 4
給液ホース81cm 2
R クランプ 2
ダブル R クランプ 2

13

シングル R クランプ 2

散布ノズル用ホースを取り付けます。

後方ワイヤハーネス 114 ケーブルタイ 3
後方ワイヤハーネスを車体に取り付け
ます。

15 必要なパーツはありません。 –
エンジン制御モジュールと取り付けブラ
ケットを取り付けますガソリンエンジン搭
載車両。

16 必要なパーツはありません。 – キャリッジ下シュラウドを取り付けます。

17 ケーブルタイ 3 後方ワイヤハーネスを接続します。

18 必要なパーツはありません。 – ダッシュボードの水圧計用の水圧検知
チューブを接続します。

ナビゲーション受信機 ―― ジオリンク高
精度散布システムキット北米用はモデル
41623、米国外および米国用は 41630

1

受信機用マウント 1
ボルト 2
RTK アンテナ用ブラケットオプションの
CDMA RTK 修正モデムキットまたは
GSM RTK 修正モデムキット用

1

フランジロックナット⅜" 4
六角ヘッドボルト5 x 16mm 3
ワッシャ5 mm 3
携帯電話アンテナオプションの CDMA
RTK 修正モデムキットまたは GSM RTK
修正モデムキット

1

19

同軸ケーブルオプションの CDMA RTK
修正モデムキットまたは GSM RTK 修
正モデムキット

1

ナビゲーション受信機を取り付けます。
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手手手順順順 内内内容容容 数数数量量量 用用用途途途

スプレーヤのモニタ ―― ジオリンク高精
度散布システムキット北米用はモデル
41623、米国外および米国用は 41630

1

ボールマウント ―― ジオリンク高精
度散布システムキット北米用はモデル
41623、米国外および米国用は 41630

1

モニタアーム 1
補強プレート 1
フランジヘッドボルト ¼" x 1½" 4

20

フランジロックナット¼" 4

スプレーヤのモニタを取り付けます。

データハーネス ―― ジオリンク高精
度散布システムキット北米用はモデル
41623、米国外および米国用は 41630

1

電気ハーネスナビゲーションシステ
ム ―― ジオリンク高精度散布システム
キット北米用はモデル 41623、米国外お
よび米国用は 41630

121

ケーブルタイ 6

ナビゲーション関係のワイヤハーネスを
取り付けます。

22 必要なパーツはありません。 – オプションの収納式ホースリールキットの
ワイヤハーネスを接続します。

23 必要なパーツはありません。 – オプションのフォームマーカーキットの
接続を行います。

24 必要なパーツはありません。 – オプションのタンクすすぎキットの接続を
行います。

25 必要なパーツはありません。 – ジオリンクスプレーシステム仕上げキット
の最終作業を行います。

26 必要なパーツはありません。 – ジオリンク機器に電源投入を行います。

27 必要なパーツはありません。 – ソフトウェアのバージョンを確認します。

28 必要なパーツはありません。 – 単位系を選択します。

29 必要なパーツはありません。 – フィールドを作成する。

30 必要なパーツはありません。 – 新しい薬剤の作成

31 必要なパーツはありません。 – 一般散布作業を作成します。

32 必要なパーツはありません。 – 散布システムを点検します。

33 必要なパーツはありません。 – 攪拌バイパスバルブのバランス調整を
行います。

34 必要なパーツはありません。 – フローメータのキャリブレーションを行い
ます。

35 必要なパーツはありません。 – 携帯電話通信の状態を確認します。
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手手手順順順 内内内容容容 数数数量量量 用用用途途途

36 必要なパーツはありません。 – コンパスのキャリブレーションを行う。

37 必要なパーツはありません。 – コンパスのキャリブレーションを行う。

1
キキキッッットトト取取取りりり付付付けけけののの準準準備備備

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

液液液剤剤剤タタタンンンクククとととオオオプププシシショョョンンンのののすすすすすすぎぎぎタタタンンンククク
ののの準準準備備備ををを行行行ううう
1. 平らな場所に駐車する。

2. 駐車ブレーキを掛ける オペレーターズマニュア
ルを参照。

3. 左右のブームを散布位置に降下させる。

4. エンジンを停止する オペレーターズマニュアルを
参照。

5. スプレーヤを洗浄するオペレーターズマニュアル
の「スプレーヤの洗浄」を参照。

重重重要要要 こここのののキキキッッットトトののの取取取りりり付付付けけけををを行行行ううう前前前ににに、、、タタタンンンクククををを
完完完全全全ににに空空空にににすすするるる必必必要要要がががああありりりままますすす。。。

6. すすすすすすぎぎぎキキキッッットトトオオオプププシシショョョンンンををを搭搭搭載載載しししててていいいるるる場場場合合合にににははは、、、
以以以下下下ののの作作作業業業ををを行行行ううう

A. すすぎタンクから液剤タンクへ水を移動させ
るすすぎキットの取り付け要領書 の「すすぎ
キットの使用方法」を参照。

B. 液剤タンクを空にする散布車のオペレーター
ズマニュアルの「スプレーヤの洗浄」を参
照。

7. 車両のキーを抜き取るオペレーターズマニュア
ルを参照。

バババッッッテテテリリリーーーののの接接接続続続ををを外外外すすす
1. バッテリーについているカバーを外し、バッテ

リーのマイナス黒端子からケーブルを外す 図
1 と 図 2。

警警警告告告
配配配線線線かかかららら出出出たたた火火火花花花ででで水水水素素素ガガガスススががが爆爆爆発発発ををを起起起こここししし
人人人身身身事事事故故故ににに至至至るるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

バババッッッテテテリリリーーーケケケーーーブブブルルルののの接接接続続続ルルルーーートトトががが不不不適適適切切切ででで
あああるるるとととケケケーーーブブブルルルがががシシショョョーーートトトををを起起起こここしししててて火火火花花花ががが
発発発生生生すすするるる。。。

• ケケケーーーブブブルルルををを取取取りりり外外外すすす時時時ははは、、、必必必ずずずマママイイイナナナ
ススス黒黒黒ケケケーーーブブブルルルかかかららら取取取りりり外外外ししし、、、次次次にににプププラララススス
赤赤赤ケケケーーーブブブルルルををを外外外すすす。。。

• ケケケーーーブブブルルルををを取取取りりり付付付けけけるるる時時時ははは、、、必必必ずずずプププラララススス
赤赤赤ケケケーーーブブブルルルかかかららら取取取りりり付付付けけけ、、、そそそれれれかかからららマママイイイ
ナナナススス黒黒黒ケケケーーーブブブルルルををを取取取りりり付付付けけけるるる。。。

バババッッッテテテリリリーーーののの端端端子子子ににに金金金属属属製製製品品品ややや車車車体体体ののの金金金属属属
部部部分分分ががが触触触れれれるるるとととシシショョョーーートトトををを起起起こここしししててて火火火花花花ががが発発発
生生生すすするるる。。。

• バババッッッテテテリリリーーーののの取取取りりり外外外しししややや取取取りりり付付付けけけををを行行行うううととと
きききにににははは、、、端端端子子子ととと金金金属属属部部部ををを接接接触触触さささせせせななないいいよよよ
うううににに注注注意意意すすするるる。。。

• バババッッッテテテリリリーーーののの端端端子子子ととと金金金属属属ををを接接接触触触さささせせせななないいい。。。

• バババッッッテテテリリリーーー押押押さささえええははは必必必ずずず取取取りりり付付付けけけるるる。。。

g014029

図図図 1

1. バッテリーカバー 3. バックル

2. ストラップ
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g029414

図図図 2

1. プラス+ケーブル 3. マイナス端子

2. プラス端子 4. マイナス-ケーブル

2. バッテリー端子からプラス赤ケーブルを外す 図
2。

3. 座席をふたつとも前に倒し、中央コンソールの
ベース部のスロットの端にあるへこみ部分に支え
棒を移動させて座席を支える。

4. エンジンが完全に冷えるのを待つ。

2
オオオプププシシショョョンンン機機機器器器にににつつついいいててていいいるるる
後後後ワワワイイイヤヤヤハハハーーーネネネスススのののコココネネネクククタタタ
接接接続続続ををを外外外すすす

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

ピピピボボボッッットトト式式式ホホホーーースススリリリーーールルルキキキッッットトトををを取取取りりり
外外外すすす
1. 機体後部にで、液剤タンクの後部にある電動

ホースリールキットのワイヤハーネスを探し出す
図 3のA。

g032004

図図図 3

1. 3ソケットコネクタ後メイン
ハーネス

3. 2ピンコネクタ後メインハー
ネス

2. 3ピンコネクタ電動ホース
リールのハーネス

4. 2ソケットコネクタ電動ホー
スリールのハーネス

2. 後メインハーネスの2ピンコネクタから、電動ホー
スリール用ハーネスの2ソケットコネクタを外す
図 3のB。

3. 後メインハーネスの3ピンソケットから、電動ホー
スリール用ハーネスの3ピンコネクタを外す図 3
のB。

フフフォォォーーームムムマママーーーカカカーーーキキキッッットトト用用用のののコココンンンプププレレレッッッ
サササををを取取取りりり外外外すすす
1. フォームマーカーのタンクの後部にあるコンプレッ

サ用ハーネスを探し出す (図 4)。
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g030422

図図図 4

1. コンプレッサ 3. 4ソケットコネクタ仕上げ
キットのワイヤハーネス

2. 4ピンコネクタコンプレッサ
のワイヤハーネス

2. 車両用の後ワイヤハーネスの4ソケットコネクタか
ら、コンプレッサ用の4ピンコネクタを外す図 4。

すすすすすすぎぎぎキキキッッットトトのののポポポンンンプププををを取取取りりり外外外すすす
1. 機体後部で、すすぎ用ポンプのカバーを両側か

ら押し、カバーについているタブがサドルプレー
トのスロットをかわすまでカバーを上に持ち上げ
て、カバーを取り外す図 5。

g030425

図図図 5

2. 後メインハーネスの6ソケットコネクタから、すす
ぎポンプハーネスの6ピンコネクタを外す図 6。

g030426

図図図 6

1. すすぎポンプ 3. 6ピンコネクタすすぎポンプ
のハーネス

2. 6ソケットコネクタ後メイン
ハーネス

3
水水水圧圧圧制制制御御御スススイイイッッッチチチオオオプププシシショョョンンン
のののピピピボボボッッットトト式式式ホホホーーースススリリリーーールルルキキキッッッ
トトトををを取取取りりり外外外すすす

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 スイッチのプラグ収納式ホースリールキット—Toro P/N
99-7420

手手手順順順
1. コントロールボックスをリール取り付けプレートに

固定しているボルト5/16" x ¾" 2本とロックナット
5/16"2個を取り外す図 7。
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g031443

図図図 7

1. ロックナット5/16" 5. 8ソケットコネクタコントロー
ルボックスのハーネス

2. リール取り付けプレート 6. 水圧制御スイッチ

3. コントロールボックス 7. 開口部コントロールボック
スのカバー

4. ボルト5/16" x ¾" 8. スイッチのプラグ

2. 水圧制御スイッチから、コントロールボックス用の
8ソケットコネクタを外す図 7。

3. 8ソケットコネクタをコントロールボックス内部に引
き込む図 7。

4. 水圧制御 スイッチのロックタブをつまんで、スイッ
チをコントロールボックスの外に押し出す図 7。

注注注 このスイッチは、もう使用しません。

5. スイッチを外したところコントロールボックス開
口に、スイッチプラグを合わせる図 7。

6. コントロールボックス内部にスイッチプラグを入
れ、プラグがカバーにパチンと音を立ててはま
るまで押し込む図 7。

7. コントロールボックスをリール取り付けプレート
図 7に固定するボルト5/16" x ¾"2本と、ロック
ナット5/16"2個を使用。

8. ボルトとナットを19782542N·cm2.02.6kg.m =
175225in-lbにトルク締めする。

4
キキキャャャリリリッッッジジジ下下下シシシュュュラララウウウドドドををを取取取りりり
外外外すすす

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順
1. キャリッジ下シュラウドを車両のシャーシに固定し

ている以下の金具類を取り外す図 8
• 2016 年年年度度度のののマママシシシンンン — フランジヘッドボルト

5/16" x ⅞"7本とワッシャ5/16"7枚
• 2017年年年度度度以以以降降降のののマママシシシンンン— フランジヘッドボル

ト5/16" x ⅞"5本とワッシャ5/16"5枚
注注注 外したフランジヘッドボルトとワッシャは、ス
テップ 516 キャリッジ下シュラウドを取り付ける
(ページ 42)で使用します。

g189584

g189585

図図図 8
図は 2017 年度モデル。2016年度モデルもほぼ同じ。

1. フランジヘッドボルト5/16"
x ⅞"

3. ワッシャ5/16"

2. キャリッジ下シュラウド 4. 機体前方

2. キャリッジ下シュラウドのサポートストラップをエン
ジン搭載ブラケットに固定しているボルトおよび
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キャリッジボルトのフランジロックナット5/16"4個
を取り外す図 9。

注注注 ボルトは機体から外さないでください。外した
フランジロックナットは、ステップ 316キャリッジ下
シュラウドを取り付ける (ページ 42)で使用します。

g189583

図図図 9

1. エンジンマウント 4. フランジロックナット5/16"
2. ボルト外さないこと。 5. 機体前方

3. キャリッジ下シュラウド

3. キャリッジ下シュラウドをエンジン搭載ブラケット
に固定しているボルトに沿ってサポートストラッ
プを持ち上げる。

4. キャリッジ下シュラウドを機体から取り外す図 8
と 図 9。

5
エエエンンンジジジンンン制制制御御御モモモジジジュュューーールルルととと取取取りりり
付付付けけけブブブラララケケケッッットトトををを外外外すすすガガガソソソリリリンンン
エエエンンンジジジンンン搭搭搭載載載車車車両両両

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順
1. エンジン制御モジュール用のブラケットをエンジン

のサポートブラケットとエンジンのアクセサリケー
スに固定しているフランジヘッドボルト3本とフラン
ジナット個を外す 図 10。

注注注外したフランジヘッドボルトとフランジナットは、
ステップ 215 エンジン制御モジュールと取り付け
ブラケットを取り付けるガソリンエンジン搭載車
両 (ページ 41)で使用します。

g189642

g033072

図図図 10

1. 機体前方 4. エンジン制御モジュール

2. フランジヘッドボルト 5. フランジナット

3. 取り付けブラケット

2. エンジン制御モジュールと取り付けブラケットを
下げて後方に移動して車両の前および後のワ
イヤハーネス用のコネクタにアクセスできるよう
にする。

注注注 エンジン制御モジュールは外したりエンジンと
の接続を外したりしないでください。
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6
ダダダッッッシシシュュュボボボーーードドド用用用ののの水水水圧圧圧検検検知知知
チチチュュューーーブブブををを外外外すすす

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

ダダダッッッシシシュュュボボボーーードドドのののゲゲゲーーージジジ用用用ののの水水水圧圧圧検検検
知知知チチチュュューーーブブブををを外外外すすすオオオプププシシショョョンンンのののホホホーーーススス
リリリーーールルルキキキッッットトトををを搭搭搭載載載しししててていいいななないいい車車車両両両

注注注 スプレーガンキットオプションを搭載している車両で
は、を参照してください。

1. 右側ブーム用バルブの90° エルボにあるチューブ
カップラ用のカラーを押し込む図 11。

g034705

図図図 11

1. チューブカップラ右ブーム
バルブの90°エルボ

2. 水圧検知チューブ

2. チューブカップラから、ダッシュボード用水圧計の
水圧検知チューブを抜き出す図 11。

水水水圧圧圧検検検知知知チチチュュューーーブブブととと散散散布布布ホホホーーースススををを外外外
すすすオオオプププシシショョョンンンのののスススプププレレレーーーガガガンンンキキキッッットトトまままたたた
ははは収収収納納納式式式ホホホーーースススリリリーーールルルキキキッッットトトををを搭搭搭載載載
しししててていいいるるる車車車両両両
1. 右側ブーム用バルブの90° エルボにあるチューブ

カップラ用のカラーを押し込む図 12または図 13。

g034815

図図図 12
オプションのスプレーガンキット

1. 90° エルボ右ブームバルブ 3. 水圧検知チューブダッシュ
ボードの水圧計用

2. チューブカップラ

g034816

図図図 13
収納式ホースリールキットオプション

1. 90° エルボ右ブームバルブ 3. チューブカップラ

2. 水圧検知チューブダッシュ
ボードの水圧計用

2. チューブカップラから、ダッシュボード用水圧計の
水圧検知チューブを抜き出す図 12または図 13。

注注注 右側ブームバルブのフランジにある 90° エル
ボは外さないでください。
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7
後後後ワワワイイイヤヤヤハハハーーーネネネスススををを機機機体体体かかかららら
外外外すすす

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 後方ワイヤハーネス

前前前ハハハーーーネネネスススととと後後後ろろろハハハーーーネネネスススののの接接接続続続ををを
外外外すすす

注注注 前ハーネスと後ろハーネスの接続を外す時は、ホイストで機体を持ち上げてください。

g032051

図図図 14

1. 機体前方 2. コネクタのインタフェース前と後ろハーネス

1. 機体の下の右フレームチューブに沿って配設さ
れている前後のワイヤハーネスの相互コネクタを
探し出す図 14。

2. 図図 15図 20に示すように、前後のワイヤハーネ
スを接続している6組のコネクタの接続を外す。
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g032173

図図図 15

1. 10ソケットコネクタスプレー
ヤ用ワイヤハーネス前ハー
ネス

3. 機体前方

2. 10ピンコネクタスプレーヤ
用ワイヤハーネス後ハー
ネス

g032174

図図図 16

1. 3ソケットコネクタフローメー
タ前ハーネス

3. 機体前方

2. 3ピンコネクタフローメータ
後ハーネス

g032175

図図図 17

1. 8ソケットコネクタスプレー
ヤ用ワイヤハーネス前ハー
ネス

3. 機体前方

2. 8ピンコネクタスプレーヤ用
ワイヤハーネス後ハーネス

g032176

図図図 18

1. 2ソケットコネクタすすぎポ
ンプ前ハーネス

3. 機体前方

2. 2ピンコネクタすすぎポンプ
後ハーネス

g032177

図図図 19

1. 2ピンコネクタホースリール
前ハーネス

3. 機体前方

2. 2ソケットコネクタホースリー
ル後ハーネス

g032178

図図図 20

1. 10ピンコネクタスプレーヤ
用ワイヤハーネス前ハー
ネス

3. 機体前方

2. 10ソケットコネクタスプレー
ヤ用ワイヤハーネス後ハー
ネス

3. 後ワイヤハーネスを機体の右側フレームチュー
ブに固定しているプッシュファスナー3個を外す
図 21。

g030874

図図図 21

1. 後方ワイヤハーネス 3. 機体前方

2. 右側フレームチューブ 4. 押し込みファスナー

各各各機機機器器器ををを接接接続続続しししててていいいるるるコココネネネクククタタタををを外外外すすす
1. 機体後部右側フレームチューブと右側フェンダと

の間で、後メインハーネスの3ソケットコネクタか
ら、速度センサーハーネス右側油圧走行モータ
にあるの3ピンコネクタを外す図 22。
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g030454

図図図 22

1. 3ソケットコネクタ後メイン
ハーネス

3. 機体前方

2. 3ピンコネクタ油圧モータの
ハーネス )

2. マニホルドマウント後部で、攪拌バルブから3ソ
ケットコネクタを外し、ブームバルブ全部で3つか
ら、それぞれ3ソケットコネクタを外す図 23。

g034827

図図図 23

1. マニホルドマウント 4. 3ピンコネクタ車両のワイヤ
ハーネス後部

2. 3ソケットコネクタブームバ
ルブのハーネス

5. 3ピンコネクタ車両のワイヤ
ハーネス後部

3. 3ソケットコネクタ攪拌バル
ブのハーネス

3. 後ワイヤハーネスをマニホルドマウントの前側お
よび下部プレートに固定しているお押し込み型
ファスナを外す図 24。

g032305

図図図 24

1. マニホルドマウント下部プ
レート

3. 押し込みファスナー

2. マニホルドマウント前側 4. 後方ワイヤハーネス

4. エクセラレートExcelaRateスプレーシステムを 搭搭搭
載載載しししててていいいるるるマシンでは、水圧トランスデューサの3
ピンコネクタから、後メインハーネスの3ソケット
コネクタを外す図 25。

g035157

図図図 25

1. 3ピンコネクタ水圧トランス
デューサ

2. 3ソケットコネクタ後ワイヤ
ハーネス

5. 機体後部で、昇降シリンダマニホルド用の2ソケッ
トコネクタ図 26を、以下のように外す

• 右—上昇ソレノイド

• 左—上昇ソレノイド

• 作動許可ソレノイド

• 右—下降ソレノイド

• 左—下降ソレノイド
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g030459

図図図 26

1. 右—上昇 (ソレノイドとメイ
ンハーネスのコネクタ)

4. 作動許可 (ソレノイドとメイ
ンハーネスのコネクタ)

2. 左—上昇 (ソレノイドとメイ
ンハーネスのコネクタ)

5. 右—下降 (ソレノイドとメイ
ンハーネスのコネクタ)

3. 機体前方 6. 左—下降 (ソレノイドとメイ
ンハーネスのコネクタ)

6. 機体後部、スプレーヤポンプの車軸側で、ポン
プ用リレーの2ピンコネクタから、後メインハーネ
スの2ソケットコネクタを外す図 27。

g030464

図図図 27

1. 2ピンコネクタポンプ用リ
レー

3. 機体前方

2. 2ソケットコネクタ後メイン
ハーネス

7. 後ワイヤハーネス図 28を後クロスチューブ油
圧走行モータの後方に固定している押し込み型
ファスナを外す。

g030875

図図図 28

1. スプレーヤのポンプ 3. 後方ワイヤハーネス

2. 後部のクロスチューブ 4. プッシュインファスナー

8. 車両の後部ワイヤハーネスから、ダッシュボー
ドの水圧計用の水圧検知チューブを抜き出す図
29。

g033234

図図図 29

1. 水圧検知チューブダッシュ
ボードの水圧計用

2. 後方ワイヤハーネス

9. 後ワイヤハーネスを機体から外す。

注注注 機体から外した後ワイヤハーネスは、もう使
用しません。
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8
散散散布布布レレレーーートトトスススイイイッッッチチチををを外外外すすす

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 ケーブルタイ

1 スイッチのプラグ

手手手順順順
1. 機体のダッシュパネルの下で、散布レートスイッ

チをロックしているタブをつまんで、スイッチをダッ
シュパネルから押し出す図 30。

g031425

図図図 30

1. レート制御スイッチ 3. スイッチのプラグ

2. 8ソケットコネクタ前ハーネ
ス

4. 穴ダッシュパネル

2. 機体の前ハーネスの8ソケットコネクタRate
Switchというラベルがついているを、スイッチの
8ピンコネクタから外す図 30。

注注注 機体から外したレートスイッチは、もう使用
しません。

3. 前ハーネスの、レートスイッチ用の枝線を、ダッ
シュボードの穴から出して、ケーブルタイで前
ハーネスに縛り付ける。

4. ダッシュパネルの穴レートスイッチを外したとこ
ろに、スイッチプラグを合わせる図 30。

5. ダッシュパネルにスイッチプラグを押し込む。プ
ラグがパチンと音を立ててはまるまで押し込む
図 30。

9
ブブブーーームムムバババルルルブブブををを取取取りりり外外外すすす

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 フィッティングのキャップ

3 キャップクイックカップラ

3 リテーナ

ブブブーーームムムバババルルルブブブかかかららら水水水圧圧圧トトトララランンンスススデデデュュューーー
サササををを外外外すすす
エエエクククセセセラララレレレーーートトト散散散布布布シシシススステテテムムムををを搭搭搭載載載しししててていいいるるる車車車両両両

1. 樹脂封入フィッティングキャップ、水圧トランス
デューサ、ガスケットを右側ブームバルブ端部
の90°エルボに固定しているフランジクランプを
外して、キャップ、トランスデューサ、ガスケッ
ト図 31。

注注注 外した水圧トランスデューサ、ポート付きフィッ
ティングキャップ、ガスケット、クランプは 水圧ト
ランスデューサをマニホルドに取り付ける (ペー
ジ 25)で使用します。
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g187815

図図図 31

1. 水圧トランスデューサと
フィッティングキャップ

4. 90° エルボポートなし、右
ブームバルブ

2. フランジクランプ 5. ポート付き 90°エルボ

3. ガスケット

2. フランジクランプ、90°エルボポートなしとガスケッ
トを、ポート付き90° エルボから外す図 31。

注注注 外したフランジクランプとガスケットは3で取
り付けに使用します。

3. フィッティングキャップとガスケットを、右側ブー
ルバルブのフランジ付き 90° エルボに整列させ
る図 31。

g187813

図図図 32

1. フィッティングのキャップ 3. ガスケット

2. フランジクランプ 4. ポート付き 90°エルボ

4. フランジクランプで、フィッティングキャップとガス
ケットを 90° エルボに固定する図 31。

カカカッッップププリリリンンングググCH-ブブブレレレーーーキキキととと縮縮縮径径径アアアダダダ
プププタタタををを外外外すすす
1. つのバルブマニホルドマウントに固定しているフラ

ンジヘッドボルト¼" x ¾" 4本とフランジロックナット
¼"4個を取り外す図 33。

g187814

図図図 33

1. フランジヘッドボルト¼" x ¾" 3. マニホルドマウント

2. バルブハウジングブームバ
ルブ

2. ExcelaRate スプレーヤシステムを搭載 しししててていいい
ななないいいマシンでは、以下のようにしてカップリング
チューブを外す

A. 攪拌バルブと左ブームバルブのところでカッ
プリングチューブを縮径アダプタに固定してい
るフランジクランプ2個を外す図 34。
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g034823

図図図 34

1. 縮径アダプタマスターコント
ロールバルブ

4. ガスケット

2. 縮径アダプタ左ブームバ
ルブ

5. フランジクランプ

3. カップリングチューブ

B. 機体から、ストレートカップラとガスケット2
枚を外す図 34。

注注注 外したクランプとガスケットは、ステップ
1Aとステップ1B フローメータを組み付ける
(ページ 24)で使用します。

C. 縮径アダプタとガスケット2¼"を左ブームバル
ブのフランジに固定しているフランジクランプ
76 mmを外して、アダプタとクランプとガス
ケットを機体から外す図 35。

注注注 外した縮径アダプタは、ステップ 1C フ
ローメータを組み付ける (ページ 24)で使用し
ます。

g032455

図図図 35

1. フランジ 左ブームバルブ 3. フランジクランプ 51 mm2"
2. 縮径アダプタ 4. ガスケット外径 1-5/16"

3. ExcelaRate スプレーヤシステムを搭載しししててていいいるるる
マシンでは、縮径アダプタを左ブームバルブに
固定しているフランジクランプとガスケットを外す
図 36。

注注注 縮径アダプタやフローメータは機体から外さ
ないでください。

g035163

図図図 36

1. フランジクランプ 51 mm2" 3. 縮径アダプタ

2. ガスケット外径 1-5/16" 4. フランジ 左ブームバルブ
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ブブブーーームムムホホホーーースススををを取取取りりり外外外すすす
1. ブームの外端部で、給液ホースをバーブ付き T

字フィッティングに固定しているホースクランプを
外す図 37。

g032359

図図図 37

1. バーブ付き字フィッティング 4. ホースクランプ

2. 給液ホースブーム端部 5. R クランプ

3. ブーム外側端部

2. 字フィッティングからホースを取り外す図 37。
3. ホース端部をRクランプから外す 図 37。
4. 機体の反対側のブームでも、ステップ 13 の作

業を行う。

5. センターブームの下で、センターブームに給液し
ているホースをバーブ付き T 字フィッティングに固
定しているクランプを外す図 38。

g032360

図図図 38

1. センターブームのバルブ 4. ホースセンターブーム

2. センターブーム 5. ホースクランプ

3. 機体の左側 6. バーブ付き字フィッティング

6. 左ブームバルブ、中央ブームバルブ、右ブーム
バルブでそれぞれバーブ付きストレートフィッティ

ングをクイックディスコネクトフィッティングに固定
しているリテーナを外す図 39。

注注注 リテーナは ホースをノズルバルブ5および6 番
に取り付ける。 (ページ 33)で使用します。

g187838

図図図 39

1. クイックディスコネクトフィッ
ティングブームバルブ

3. リテーナ

2. バーブ付きストレートフィッ
ティング

7. 左ブームバルブ、中央ブームバルブ、右ブーム
バルブ用のホースを機体から外す図 39。

注注注 左ブームバルブ、中央ブームバルブ、右ブー
ムバルブ用のホースは廃棄して構いません。

バババイイイパパパスススホホホーーースススををを取取取りりり外外外すすす
1. 上側バイパスホースの低い方の端部で、上側バ

イパスホースを機体の後サドルプレートに固定し
ているフランジヘッドボルト5/16" x ¾"、ワッシャ
5/16"、Rクランプを取り外す図 40と図 41。
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g187826

図図図 40

1. バイパスシャットオフバルブ 2. 上側バイパスホース

g189630

図図図 41

1. ホースクランプ 5. 後サドルプレートシャーシ
フレーム

2. R クランプ 6. 下側バイパスホース

3. ワッシャ5/16" 7. 90°鋸歯フィッティング

4. フランジヘッドボルト5/16"
x ¾"

8. 上側バイパスホース

2. 上側バイパスホースと下側バイパスホースをバー
ブ付き 90° フィッティングに固定しているホースク
ランプ2個を外す図 41。

3. バーブ付き 90° フィッティングをホースから外す
図 41。

注注注 外した 90° フィッティングとクランプ2個は、ス
テップ 8 と 9で使用します。

4. ドレンバルブのホースとタンク後部ドレンホースを
バーブ付き T字フィッティングに固定しているホー
スクランプを外す図 42と図 43。

g032383

図図図 42
2016 年度のマシン

1. 下側バイパスホース 4. ドレンバルブのホース

2. ホースクランプ 5. バーブ付き字フィッティング

3. ドレンバルブ 6. タンク後部ドレンホース

g189629

図図図 43
2017年以降のモデル

1. 下側バイパスホース 4. ドレンバルブのホース

2. ホースクランプ 5. バーブ付き字フィッティング

3. ドレンバルブ 6. タンク後部ドレンホース

5. 後タンクドレンホースからのドレンバルブのホース
から、T字フィッティングを外す図 42と図 43。

6. バイパスホースのバーブ付き90°フィッティングを
右ブームバルブのバイパスバルブのクイックディ
スコネクトフィッティングに固定しているリテーナ
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を外して、ホースとバルブフィッティングを分離
する図 44。

g187827

図図図 44

1. クイックディスコネクトフィッ
ティングバイパスシャットオ
フバルブ

3. リテーナ

2. 90°鋸歯フィッティング

7. 機体から、上下のバイパスホースを外す図 45。

注注注 取り外したシャットオフバルブ、T字フィッティン
グ、および上下のバイパスホースは不要です。

g187850

図図図 45

1. 下側バイパスホース 2. 上側バイパスホース

8. バーブ付き90° フィッティングステップ 3で外したも
のを、ドレンバルブホースとタンク後部ドレンホー
スに取り付ける図 46と図 47。

g032381

図図図 46
2016 年のマシン

1. ホースクランプ 4. 90°鋸歯フィッティング

2. ドレンバルブ 5. タンク後部ドレンホース

3. ドレンバルブのホース

g189641

図図図 47
2017年以降のモデル

1. ホースクランプ 4. 90°鋸歯フィッティング

2. ドレンバルブ 5. タンク後部ドレンホース

3. ドレンバルブのホース

9. バーブ付き90° フィッティングとドレンホース2本を
固定するホースクランプステップ2で外したものを
使用する図 46 と図 47。

バババルルルブブブアアアクククチチチュュュエエエーーータタタののの取取取りりり外外外ししし
1. アクチュエータを個別ブームバルブアセンブリのマ

ニホルドに固定しているリテーナを外す図 48。

注注注 リテーナの2本の足を寄せながら下へ押すと
外れます。
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注注注アクチュエータとリテーナは、ステップ8と9バイ
パスシャットオフバルブを外してバイパスバルブに
キャップを取り付ける (ページ 22)で使用します。

g187851

図図図 48

1. ステムポートマニホルドバ
ルブ

3. リテーナ

2. アクチュエータ個別ブーム
バルブ

2. マニホルドバルブからアクチュエータを取り外す
図 48。

3. 残り2つのバルブアクチュエータについても、1
と 2 を行う。

バババイイイパパパスススシシシャャャッッットトトオオオフフフバババルルルブブブををを外外外しししてててバババ
イイイパパパスススバババルルルブブブにににキキキャャャッッップププををを取取取りりり付付付けけけるるる
1. バイパスシャットオフバルブをバルブサポートブ

ラケットに固定しているボルト6 x 12 mm4本を
外す図 49。

2. バイパスシャットオフバルブを右ブームバルブ
用のバイパスバルブに固定しているリテーナを
外す図 49。

注注注 取り外したシャットオフバルブと4本のボルト (6
x 12 mm)は不要です。

3. 3つのマニホルドバルブに付いているバイパスバ
ルブ3個を固定しているリテーナ3本を外す図 49。

g187902

図図図 49

1. リテーナ 4. クイックカップラマニホルド
バルブ

2. バイパスバルブ 5. クイックカップラバイパス
シャットオフバルブ

3. ボルト6 x 12 mm 6. バイパスシャットオフバルブ

4. マニホルドバルブのクイックカップラ3個に付いて
いるバイパスバルブ3個を抜き出す図 49。

注注注外したバイパスバルブは廃棄して構いません。

5. マニホルドバルブのクイックカップラの上下のO
リングに、クイックカップラのキャップに付いてい
るグリスを塗る図 50。

g187927

図図図 50

1. クイックカップラマニホルド
バルブ

3. リテーナ

2. キャップクイックカップラ 4. Oリング

6. クイックカップラ用キャップ3個をクイックカップラ3
個に取り付ける図 50。

7. リテーナ3本を使ってキャップ個をクイックカップラ
個に固定する図 50。

8. ステップ 2 バルブアクチュエータの取り外し (ペー
ジ 21) で外したブームバルブ用カップラを、マニ
ホルドバルブのステムポートに合わせる 図 51。
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g187925

図図図 51

1. リテーナ 3. ステムポートマニホルドバ
ルブ

2. カップラブームバルブアク
チュエータ

9. リテーナ図 51ステップ 1 バルブアクチュエータの
取り外し (ページ 21) で外したものを使用して、
ブームバルブアクチュエータをマニホルドバルブ
に固定する。

マママニニニホホホルルルドドドマママウウウンンントトトかかからららブブブーーームムムバババルルルブブブ
ををを外外外すすす
注注注 取り外したブームバルブは、 スプレーバルブ 8、
9、10 をバルブマウントに取り付ける (ページ 28)で10
バルブシステムに取り付けます。

1. 右側ブームバルブをマニホルドマウントに固定し
ているフランジヘッドボルト¼" x ¾" 2本とロック
ナット¼"2個を取り外す図 52。

g187928

図図図 52

1. フランジヘッドボルト5/16"
x ¾"

3. マニホルドマウント

2. ブームバルブ 4. ロックナット¼"

2. 左側ブームバルブをマニホルドマウントに固定し
ているフランジヘッドボルト¼" x ¾" 2本とロック
ナット¼"2個を取り外す図 52。

3. マニホルドマウントからブームバルブを外し、再
使用に備えて脇に置く図 52。

注注注 外した個別ブームバルブはステップ 1 スプレー
バルブ 8、9、10 をバルブマウントに取り付ける
(ページ 28)で使用します。フランジヘッドボルト4
本とロックナット4個は捨ててください。

4. 3つのブームバルブデカル6枚を取り外す図 53。

g187926

図図図 53

5. バイパスシャットオフバルブ用のサポートブラケッ
トをマニホルドマウントに固定しているフランジ
ヘッドボルト5/16" x 1" 2本、フランジロックナット
5/16"2個を取り外し図 54のA、シャットオフバル
ブのブラケットを外す。
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g034845

図図図 54

1. フランジヘッドボルト5/16"
x 1"

3. マニホルドマウント

2. サポートブラケットバイパス
シャットオフバルブ

4. フランジロックナット5/16"

6. フランジヘッドボルト5/16" x 1"とフランジロック
ナット5/16"を、マニホルドマウント図 54のBス
テップ5で取り外したシャットオフバルブブラケット
の下穴のところ。

注注注 残りのフランジヘッドボルトとフランジナット
は、ステップ 3 水圧トランスデューサを機体に取
り付ける (ページ 26)で使用します。

7. フランジボルトとナットを 19782542N·cm
2.02.6kg.m = 175225in-lb にトルク締めする。

10
フフフロロローーーメメメーーータタタととと水水水圧圧圧トトトララランンンススス
デデデュュューーーサササををを取取取りりり付付付けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1
フローメータ2016 年度版のマシンでエクセラレート散布
システムを搭載していないマシンの場合にのみ必要とな
るものこのキットには入っていないToro P/N 106-1038。

1 フランジクランプ 51 mm2"

1 ガスケット外径 1-5/16"

1 バーブ付きフランジフィッティング1"

1 ホース1" x 7¼"

3 ホースクランプ

1
水圧トランスデューサ2016 年度版のマシンでエクセラ
レート散布システムを搭載していないマシンの場合に
のみ必要となるものこのキットには入っていないToro
P/N 130-8202。

1
ポート付きフィッティング キャップ2016 年度版のマシン
でエクセラレート散布システムを搭載していないマシン
の場合にのみ必要となるものこのキットには入っていな
いToro P/N 127-1185。

1 マニホルド

1 ホース1" x 8½"

1 R クランプ

フフフロロローーーメメメーーータタタををを組組組みみみ付付付けけけるるる
1. ExcelaRate スプレーヤシステムを搭載 しししててていいいななな

いいいマシンでは、以下の作業を行う

A. ステップ 2B カップリングCH-ブレーキと縮径
アダプタを外す (ページ 17)で取り外したガス
ケット2¼"を、マスターコントロールバルブの
右側に取り付けられているフローメータと縮
径アダプタとの間に取り付ける図 55。
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g035161

図図図 55

1. フランジクランプ76 mm 3. 縮径アダプタ

2. ガスケット外径 2¼" 4. 方向矢印

B. ガスケット、フローメータ、縮径アダプタ図
55を、ステップ 2A カップリングCH-ブレーキ
と縮径アダプタを外す (ページ 17)で取り外し
たフランジクランプ76 mmで仮組みする。

C. ステップ 2C カップリングCH-ブレーキと縮径
アダプタを外す (ページ 17)で取り外したガス
ケット (2¼") と縮径アダプタを、フローメータ
の矢印の先端側にセットする (図 55)。

D. ガスケット、フローメータ、縮径アダプタ図
55を、ステップ 2A カップリングCH-ブレーキ
と縮径アダプタを外す (ページ 17)で取り外し
たフランジクランプ76 mmで取り付ける。

2. ステップで取り外したガスケット1-5/16"とバーブ
付きのホースフィッティングを、縮径アダプタに
セットする図 56。

g035162

図図図 56

1. フランジクランプ 51 mm2" 3. ガスケット外径 1-5/16"
2. ホースフィッティングバーブ 4. バーブ付きフランジフィッ

ティング1"

3. フランジクランプ51 mmを使って、ホースフィッティ
ングとガスケット図 56をアダプタに固定する。

水水水圧圧圧トトトララランンンスススデデデュュューーーサササをををマママニニニホホホルルルドドドににに
取取取りりり付付付けけけるるる
1. 水圧トランスデューサの付いたポート付きフィッ

ティングキャップとガスケットを、マニホルドのT字
フィッティングに整列させて取り付ける ( 図 57)。

g187688

図図図 57

1. 水圧トランスデューサと
フィッティングキャップ

3. ガスケット

2. フランジクランプ 4. 字フィッティングマニホルド
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2. フランジクランプで、フィッティングキャップとガス
ケットを T 字フィッティングに固定する図 57。

水水水圧圧圧トトトララランンンスススデデデュュューーーサササマママニニニホホホルルルドドドををを取取取
りりり付付付けけけるるる
1. 図 58に示すように、水圧トランスデューサとマニ

ホルドのバーブ付きエルボフィッティングに、ホー
ス1" x 7¼"を組み付ける。

g035165

図図図 58

1. ホース1" x 7¼" 3. 水圧トランスデューサとマ
ニホルド

2. ホースクランプ 4. ホース1" x 8½"

2. ホースとバーブ付きフィッティングをホースクラン
プで固定する図 58。

3. 図 58に示すように、水圧トランスデューサとマニ
ホルドのもう一方のバーブ付きエルボフィッティン
グに、ホース1" x 8½"を組み付ける。

4. ホースとバーブ付きフィッティングをホースクラン
プで固定する図 58。

水水水圧圧圧トトトララランンンスススデデデュュューーーサササををを機機機体体体ににに取取取りりり付付付
けけけるるる
1. 水圧トランスデューサとマニホルドに取り付けた

ホース1" x 7¼"図 59を、バーブ付きフランジフィッ
ティングに組み付ける。

g035170

図図図 59

1. バーブ付きフランジフィッ
ティング1"

5. ホースクランプ

2. フランジロックナット¼" 6. ホース1" x 7¼"
3. スロットマニホルドマウント) 7. フランジヘッドボルト¼" x ¾"
4. R クランプ

2. ホースクランプを使ってホースをバーブ付きフラン
ジフィッティングに仮止めする 図 59。

注注注 ホースクランプは、 ホースをスプレーバルブマ
ニホルドに組み付ける (ページ 28) でホース (1" x
7¼") の左端に締め付けます。

3. 水圧トランスデューサとマニホルドをマニホルドマ
ウントのスロットに固定するRクランプ図 59、フラ
ンジヘッドボルト¼" x ¾"とフランジロックナット¼"は
ステップ5 マニホルドマウントからブームバルブを
外す (ページ 23)で取り外したものを使用する。
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11
バババルルルブブブマママウウウンンントトトとととスススプププレレレーーーバババルルル
ブブブををを取取取りりり付付付けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 バルブマウントスプレーバルブアセンブリ

4 ボルト4 x 10 mm

1 散布コントローラ

4 フランジロックナット4 mm

8 フランジヘッドボルト5/16" x ¾"

8 フランジロックナット5/16"

1 ホースクランプ

2 フランジヘッドボルト¼" x ¾"

2 フランジロックナット¼"

散散散布布布コココンンントトトロロローーーラララをををバババルルルブブブマママウウウンンントトトににに
取取取りりり付付付けけけるるる
1. バルブマウントの前側に散布コントローラを取り

付ける。40ピンコネクタが外側を向くように取り
付けること図 60。

g204609

図図図 60

1. ボルト4 x 10 mm 4. フランジロックナット4 mm
2. バルブ10本用マウント 5. 車両の右側

3. 散布コントローラ 6. 40 ピンコネクタ

2. 散布コントローラをバルブマウントに取り付ける
図 60; ボルト4 x 10 mm4本とフランジロックナット
4 mm4個を使用する。

3. ボルトとナットを234286N·cm0.240.29kg.m =
2125in-lbにトルク締めする。

バババルルルブブブマママウウウンンントトトスススプププレレレーーーバババルルルブブブアアアセセセンンン
ブブブリリリををを機機機体体体ににに組組組みみみ付付付けけけるるる

吊吊吊りりり上上上げげげ装装装置置置ににに必必必要要要ななな能能能力力力: 23kg
1. 所定の能力のある昇降装置を使ってバルブマウ

ントスプレーバルブアセンブリを吊り上げ、セン
ターブームに合わせる図 61。

g032538

図図図 61

1. バルブマウントスプレーバルブアセンブリ

2. バルブマウントの取り付けブラケットの穴を、セ
ンターブームのトラスフレームの穴に合わせる
図 62。
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g032539

図図図 62

1. 取り付けブラケットバルブ
マウント

4. サポートブラケット

2. フランジヘッドボルト5/16"
x ¾"

5. 機体前方

3. トラスフレームセンターブー
ム)

3. バルブマウントをトラスフレームに固定する図 62
と 図 63ボルト5/16" x ¾"4本とフランジロックナッ
ト5/16"4個を使用する。

g032540

図図図 63

1. フランジヘッドボルト5/16"
x ¾"

3. 機体前方

2. フランジロックナット5/16" 4. 取り付けブラケットバルブ
マウント

4. もう一方のトラスフレームの取り付けブラケットに
も、ステップ 2-3 の作業を行う。

5. フランジヘッドボルトとフランジロックナットを
1978-2542 N·cm 2.0-2.6 kg.m = 175-225 in-lb に
トルク締めする。

ホホホーーースススをををスススプププレレレーーーバババルルルブブブマママニニニホホホルルルドドド
ににに組組組みみみ付付付けけけるるる
1. 図 64に示すように、ホース1" x 8½"を 90 度フラ

ンジフィッティングに組み付ける。

g035176

図図図 64

1. 90度フランジフィッティング
1"

3. ホース1" x 8½"

2. ホースクランプ 4. ホース1" x 7¼"

2. ホースクランプを使ってホースをフランジフィッティ
ングに固定する 図 64。

3. ホース1" x 7¼"をバーブ付きフランジフィッティング
1"に固定するホースクランプ 水圧トランスデュー
サを機体に取り付ける (ページ 26)で入れておい
たものを締め付ける図 64を参照。

スススプププレレレーーーバババルルルブブブ 8、、、9、、、10 をををバババルルルブブブマママ
ウウウンンントトトににに取取取りりり付付付けけけるるる

重重重要要要 ススステテテッッップププ 3 マママニニニホホホルルルドドドマママウウウンンントトトかかからららブブブーーームムムバババルルルブブブ
ををを外外外すすす (ペペペーーージジジ 23)ででで外外外しししたたた左左左ブブブーーームムム用用用バババルルルブブブはははノノノズズズ
ルルルバババルルルブブブ 8 番番番とととなななりりり、、、セセセンンンタタターーーブブブーーームムム用用用バババルルルブブブはははノノノズズズ
ルルルバババルルルブブブ 9番番番とととなななりりり、、、右右右ブブブーーームムム用用用バババルルルブブブはははノノノズズズルルルバババルルル
ブブブ 10番番番とととしししててて利利利用用用ささされれれままますすす。。。以以以降降降ののの説説説明明明ででではははそそそのののよよよ
うううににに取取取りりり扱扱扱いいいままますすす。。。

1. 左ブームバルブノズルバルブ 8番を、ノズルバル
ブ 7 番のフランジに合わせる図 65。
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g034890

図図図 65

1. フランジノズルバルブ 7番 3. フランジクランプ

2. ガスケット 4. フランジノズルバルブ 8番

2. フランジ付きクランプ使って、ガスケットとノズル
バルブ8番を、ノズルバルブ7番に仮止めする
図 65。

3. ノズルバルブ10番をバルブマウントに取り付ける
図 66ステップ 2 マニホルドマウントからブームバ
ルブを外す (ページ 23)で取り外したフランジヘッ
ドボルト¼" x ¾"2本とフランジロックナット¼"2個
を使用する。

g189520

図図図 66

1. フランジヘッドボルト¼" x ¾" 3. バルブマウント

2. ノズルバルブ 10番 4. フランジロックナット¼"

4. フランジヘッドボルトとロックナットを10.1712.34N·m
1.01.4kg.m = 90120in-lb にトルク締めする。

5. フランジクランプを手締めする。

12
3本本本ブブブーーームムム用用用のののノノノズズズルルルホホホーーーススス
ををを取取取りりり外外外すすす

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順
1. 右または左ブームで、2つのノズルの間でホー

スを切断する図 67。

g034917

図図図 67

1. フランジロックナット5/16" 4. ブーム外側端部

2. ノズルサポート 5. ホース内径 ¾"
3. スプレーノズル

2. ノズルをノズルサポートに固定しているフランジ
ロックナット5/16"を外す図 67。

3. 他の3個のノズルについても、上記の手順2と
6を行う。

注注注 クランプを分離する時に上側クランプから外れ
てくる六角ヘッドボルト5/16" x ¾"—ステンレスは
再利用しますから捨てないでください。

注注注 外したフランジロックナットとノズルは 外側ブー
ムの散布ノズルを取り付ける (ページ 35)で使用し
ますので捨てないでください。

注注注切断したホースとホース用バーブは不要です。

4. 反対側のブームについても、23の作業を行う。

5. センターブームで、2つのノズルの間でホースを
切断する図 67。
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g034918

図図図 68

1. センターブーム 3. フランジロックナット5/16"
2. スプレーノズル 4. ホース内径 ¾"

g030671

図図図 69

1. フランジナット (5/16") 3. 六角ヘッドボルト5/16" x
¾"スプレーノズル

2. ノズルマウント

6. ノズルをノズルサポートに固定しているフランジ
ロックナット5/16"を外す図 68。

7. 他の3個のノズルについても、上記の手順2と
6を行う。

8. 左右とセンターのブームから取り外した12個のノズ
ル全部について両側または片側バーブ付きホース
シャンク¾"とそのクランプの上半分とを各ノズルの
ボディに固定しているステンレスねじ#12 x 1¼"を
外してバーブ付きホースシャンクを外す図 70。

注注注 クランプを分離する時に上側クランプから外れ
てくる六角ヘッドボルト5/16" x ¾"—ステンレスは
再利用しますから捨てないでください。

注注注 外したフランジロックナットとノズルは センター
ブームに散布ノズルを取り付ける (ページ 37)で使
用しますので捨てないでください。

注注注切断したホースとホース用バーブは不要です。

g030802

図図図 70

1. クランプの上半分 5. スプレーノズルのボディ

2. トランスファチューブ 6. ステンレスねじ#12 x 1¼"
3. 六角ヘッドボルト5/16" x

¾"ステンレス
7. 片側バーブ付きホースシャ

ンク¾" ホース

4. 両側バーブ付きホースシャ
ンク¾" ホース
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13
散散散布布布ノノノズズズルルル用用用ホホホーーースススををを取取取りりり付付付
けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

2 給液ホース279cm

2 給液ホース234cm

4 給液ホース188cm

2 給液ホース81cm

2 R クランプ

2 ダブル R クランプ

2 シングル R クランプ

各各各散散散布布布ノノノズズズルルル用用用ホホホーーースススののの取取取りりり付付付けけけ位位位置置置ををを確確確認認認すすするるる

各ホースの取り付け位置をホースの長さで確認する図 71

ホホホーーーススス取取取りりり付付付けけけ位位位置置置確確確認認認表表表

ノノノズズズルルルののの位位位置置置左左左ブブブーーームムム ノノノズズズルルルののの位位位置置置セセセンンンタタターーーブブブーーームムム ノノノズズズルルルののの位位位置置置右右右ブブブーーームムム

散布ノズル 1ノズルバルブ 1給液ホース
279cm

散布ノズル と6ノズルバルブ 5給液ホース
81cm枝ホース本付き

散布ノズル 9ノズルバルブ 7給液ホース
188cm

散布ノズル 2ノズルバルブ 2給液ホース
234cm

散布ノズル 7と8ノズルバルブ 6給液ホース
81cm枝ホース本付き

散布ノズル 10ノズルバルブ 8給液ホース
188cm

散布ノズル 3ノズルバルブ 3給液ホース
188cm

散布ノズル 11ノズルバルブ 9給液ホース
234cm

散布ノズル 4ノズルバルブ 4給液ホース
188cm

散布ノズル 12ノズルバルブ 10給液ホー
ス 279cm

注注注 ノズルバルブの位置については 図 72 各ホースをノズルバルブ~4 番に取り付ける。 (ページ 33)、図 73
ホースをノズルバルブ5および6 番に取り付ける。 (ページ 33)、および図 74 各ホースをノズルバルブ7-10 番
に取り付ける。 (ページ 34) を参照してください。
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g033192

図図図 71

1. 給液ホース279cm散布ノズル 5. 給液ホース188cm散布ノズル9 9. 給液ホース81cm散布ノズルと6
2. 給液ホース188cm散布ノズル4 6. 給液ホース279cm散布ノズル12 10. 給液ホース81cm散布ノズル7と8
3. ノズルバルブ 1番 7. 給液ホース234cm散布ノズル2 11. 給液ホース188cm散布ノズル10
4. ノズルバルブ 10番 8. 給液ホース188cm散布ノズル3 12. 給液ホース234cm散布ノズル11
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各各各ホホホーーースススをををノノノズズズルルルバババルルルブブブ~4 番番番ににに取取取りりり
付付付けけけるるる。。。
1. 給液ホース279cmのバーブ付きストレートフィッ

ティングを、ノズルバルブ1番のカップラに組み付
ける図 72。
注注注 バーブ付きフィッティングはカップラに完全に差
し込んでください。

g033212

図図図 72

1. ノズルバルブ 1番 6. 給液ホース279cm
2. ノズルバルブ 2番 7. 給液ホース234cm
3. ノズルバルブ 3番 8. 給液ホース188cm
4. ノズルバルブ 4番 9. 給液ホース188cm
5. リテーナ

2. リテーナを使って、バーブ付きフィッティングをバ
ルブに固定する図 72。

3. 給液ホース234cmのバーブ付きストレートフィッ
ティングを、ノズルバルブ2番のカップラに組み付
ける図 72。
注注注 バーブ付きフィッティングはカップラに完全に差
し込んでください。

4. リテーナを使って、バーブ付きフィッティングをバ
ルブに固定する図 72。

5. 給液ホース188cmのバーブ付きストレートフィッ
ティングを、ノズルバルブ3番のカップラに組み付
ける図 72。
注注注 バーブ付きフィッティングはカップラに完全に差
し込んでください。

6. リテーナを使って、バーブ付きフィッティングをバ
ルブに固定する図 72。

7. 給液ホース188cmのバーブ付きストレートフィッ
ティングを、ノズルバルブ4番のカップラに組み付
ける図 72。
注注注 バーブ付きフィッティングはカップラに完全に差
し込んでください。

8. リテーナを使って、バーブ付きフィッティングをバ
ルブに固定する図 72。

ホホホーーースススをををノノノズズズルルルバババルルルブブブ5おおおよよよびびび6 番番番ににに
取取取りりり付付付けけけるるる。。。

注注注 給液ホースアセンブリ81cmには T字フィッティング、
枝ホース本、バーブ付きホースシャンク本が付きます。

1. 給液ホース81cmのバーブ付きストレートフィッ
ティングを、ノズルバルブ5番のカップラに組み付
ける図 73。

注注注 バーブ付きフィッティングはカップラに完全に差
し込んでください。

g033213

図図図 73

1. ノズルバルブ 5番 4. 給液ホース81cm
2. リテーナ 5. 給液ホース81cm
3. ノズルバルブ 6番

2. リテーナを使って、バーブ付きフィッティングをバ
ルブに固定する図 73。

3. 給液ホース81cmのバーブ付きストレートフィッ
ティングを、ノズルバルブ6番のカップラに組み付
ける図 73。

注注注 バーブ付きフィッティングはカップラに完全に差
し込んでください。

4. リテーナを使って、バーブ付きフィッティングをバ
ルブに固定する図 73。
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各各各ホホホーーースススをををノノノズズズルルルバババルルルブブブ7-10 番番番ににに取取取
りりり付付付けけけるるる。。。
1. 給液ホース188cmのバーブ付きストレートフィッ

ティングを、ノズルバルブ7番のカップラに組み付
ける図 74。

注注注 バーブ付きフィッティングはカップラに完全に差
し込んでください。

g033214

図図図 74

2. リテーナを使って、バーブ付きフィッティングをバ
ルブに固定する図 74。

3. 給液ホース188cmのバーブ付きストレートフィッ
ティングを、ノズルバルブ8番のカップラに組み付
ける図 74。

注注注 バーブ付きフィッティングはカップラに完全に差
し込んでください。

4. リテーナを使って、バーブ付きフィッティングをバ
ルブに固定する図 74。

5. 給液ホース234cmのバーブ付きストレートフィッ
ティングを、ノズルバルブ9番のカップラに組み付
ける図 74。

注注注 バーブ付きフィッティングはカップラに完全に差
し込んでください。

6. リテーナを使って、バーブ付きフィッティングをバ
ルブに固定する図 74。

7. 給液ホース279cmのバーブ付きストレートフィッ
ティングを、ノズルバルブ10番のカップラに組
み付ける図 74。

注注注 バーブ付きフィッティングはカップラに完全に差
し込んでください。

8. リテーナを使って、バーブ付きフィッティングをバ
ルブに固定する図 74。

外外外側側側ブブブーーームムムのののスススプププレレレーーーホホホーーースススををを取取取りりり
付付付けけけるるる
1. 散布ノズル、、、番用のホースを、センターブー

ムの左端にあるR クランプに通す図 75と図 76。

g033220

図図図 75

g033190

図図図 76

1. ホース 5. 片側バーブ付きホースシャ
ンク½"

2. ノズルサポート 6. グロメット

3. R クランプ 7. ダブル R クランプ

4. ケーブルタイ 8. シングル R クランプ

2. 散布ノズル7、8、9、10番用のホースを、セン
ターブームの右端にあるR クランプに通す図 75
と図 76。

3. 図 75と図 76のように、給液ホース279cmとバー
ブ付きホースシャンク¾"をブームに沿って散布ノ
ズル10番へ配設する。

4. 図 75と図 76のように、給液ホース234cmとバー
ブ付きホースシャンク¾"をブームに沿って散布ノ
ズル29番へ配設する。

5. 図 75と図 76のように、給液ホース188cmとバー
ブ付きホースシャンク¾"をブームに沿って散布ノ
ズル3番と8番へ配設する。
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注注注 各ホースを、チューブフレームブラケットの下
側後部のグロメットに通す。

6. 図 75と図 76のように、給液ホース188cmとバー
ブ付きホースシャンク¾"をブームに沿って散布ノ
ズル4番と7番へ配設する。

注注注 各ホースを、チューブフレームブラケットの下
側後部のグロメットに通す。

7. 散布ノズル用のホース4本をケーブルタイで 図
76のようにまとめる。

外外外側側側ブブブーーームムムののの散散散布布布ノノノズズズルルルををを取取取りりり付付付けけけるるる
1. 12 3本ブーム用のノズルホースを取り外す (ペー

ジ 29)で取り外した散布ノズルについて、ノズ
ルのサドルに付いているトランスファチューブ図
77を、片側バーブ付きホースシャンク½"の側面
の穴に合わせる。

g030592

図図図 77

1. 六角ヘッドボルト5/16" x
¾"ステンレス

5. ステンレスねじ#12 x 1¼"

2. トランスファチューブ 6. スプレーノズルのボディ

3. クランプの上半分 7. ブームへ

4. 片側バーブ付きホースシャ
ンク½"

2. バーブ付きホースシャンクにホースクランプの上
半分をセットし、クランプとノズルボディ図 77を、
ステンレスねじ#12 x 1¼"で固定し、2.262.82
N∙m0.250.3kg.m = 2025in-lbにトルク締めする。

注注注 クランプの上半分のくぼみに六角ヘッドボル
ト5/16" x ¾"がきちんとはまっていることを確認
してください。

3. 以下の要領で、外側ブームにスプレーノズルを
取り付ける

• ノズル位置1番と4番で、ノズルマウントにノズ
ルを組み付ける図 78のAステップ212 3本ブー
ム用のノズルホースを取り外す (ページ 29)で
外したフランジロックナット5/16"を使用する。

• ノズル位置2番と3番で、ノズルマウントにノズ
ルを組み付ける図 78のAとBステップ212 3
本ブーム用のノズルホースを取り外す (ペー
ジ 29)で外したフランジロックナット5/16"を使
用する。

g030823

図図図 78

1. フランジロックナット5/16" 4. 機体後方

2. ノズルマウント 5. 六角ヘッドボルトステンレ
ス5/16" x ¾"

3. スプレーノズル

4. フランジロックナットを、1,9782,542N·cm
2.02.6kg.m = 175225in-lbにトルク締めする。

5. 他のノズルについても、14の手順を行う。

6. 機体の反対側の外側ブームについても、15 の
作業を行う。

セセセンンンタタターーーブブブーーームムムののの給給給液液液ホホホーーースススををを取取取りりり
付付付けけけるるる
1. ホースとバーブ付きカップラ 13 x 810 mm½" x

32"を、センターブームの左右のサポートブラケッ
トの間でセンターブームの前面にセットする。

2. ホース13 mm長さ25 cmとバーブ付きホースシャ
ンクを、外側トラスのブレースの間に通す図 79。
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g034929

図図図 79

1. ホース 13 x 250 mm½" x
10"

3. ホースとバーブ付きホース
シャンク 13 x 810 mm½" x
32"

2. トラスのブレース左トラス 4. 散布ノズルのマウント

3. ホースとバーブ付きホースシャンクを、トラスのブ
レースの上側に沿って、ブーム先端側のノズル
マウントへ導く図 79。

4. もう1本のホース13 mm長さ25 cmとバーブ付き
ホースシャンクを、内側トラスのブレースの間に
通す図 79。

5. ホースとバーブ付きホースシャンクを、トラスのブ
レースの上側に沿って、ブームの根元側のノズル
マウントへ導く図 79。

6. もう一方の外側トラスのホースノズルアセンブリ
についても、ステップ 27 の作業を行う図 79 と
図 82。

7. ホースとバーブ付きカップラ 13 x 810 mm½" x
32"を、センターブームの左右のサポートブラケッ
ト側へ導く図 79。

セセセンンンタタターーーブブブーーームムム用用用のののノノノズズズルルルとととホホホーーーススス
ををを組組組みみみ立立立てててるるる
1. 12 3本ブーム用のノズルホースを取り外す (ペー

ジ 29)で取り外した散布ノズルについて、クランプ
の上半分をサドルに固定しているステンレスねじ
を外す (図 80)。

g030592

図図図 80

1. 六角ヘッドボルト5/16" x
¾"ステンレス

5. ステンレスねじ#12 x 1¼"

2. トランスファチューブ 6. スプレーノズルのボディ

3. クランプの上半分 7. ブームへ

4. 片側バーブ付きホースシャ
ンク½"

2. センターブームスプレーバルブ5または6用のホー
スアセンブリ25cmの端部についている片側バー
ブ付きホースシャンクの側面にある穴を探し出す
図 80 と 図 81。
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図図図 81

1. ホース 13 x 250 mmスプ
レーバルブ5または6

3. 片側バーブ付きホースシャ
ンク 13 mm½"

2. スプレーノズル 4. ホースとバーブ付きカップラ
13 x 810 mm½" x 32"スプ
レーバルブ5または6

3. ノズルのサドルに付いているトランスファチューブ
図 80を、片側バーブ付きホースシャンク½"の穴
に合わせる。

4. バーブ付きホースシャンクにホースクランプの上
半分をセットし、クランプとノズルボディ図 80を、
ステンレスねじ#12 x 1¼"で固定し、2.262.82
N∙m0.250.3kg.m = 2025in-lbにトルク締めする。

重重重要要要 ススステテテンンンレレレスススねねねじじじははは、、、ススステテテッッップププ 4ににに示示示ささされれれててていいい
るるる以以以上上上ののの力力力ででで締締締めめめ付付付けけけななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

注注注 クランプの上半分のくぼみに六角ヘッドボル
ト5/16" x ¾"がきちんとはまっていることを確認
してください。

5. センターブーム用のもう一方のホースアセンブリ
スプレーバルブ5または6の片側バーブ付きホー
スシャンクに対してステップ 2 4 を行う図 80 と
図 81。

セセセンンンタタターーーブブブーーームムムににに散散散布布布ノノノズズズルルルををを取取取りりり
付付付けけけるるる
1. ノズルの六角ヘッドボルト5/16 x ¾"をノズルマウ

ント図 82の穴に通してノズルをマウントに仮止め
するステップ1または412 3本ブーム用のノズル
ホースを取り外す (ページ 29)で外したフランジ
ロックナット5/16"を使用する。

g034927

図図図 82

1. フランジロックナット5/16" 3. 六角ヘッドボルト5/16" x
¾"ステンレス

2. ノズルマウント外側

2. 他の3個のノズルについても、1を行う。

3. フランジロックナットを、19782542N·cm
2.02.6kg.m = 175225in-lbにトルク締めする。

14
後後後方方方ワワワイイイヤヤヤハハハーーーネネネスススををを車車車体体体ににに
取取取りりり付付付けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 後方ワイヤハーネス

3 ケーブルタイ

フフフレレレーーームムムチチチュュューーーブブブににに沿沿沿っっってててワワワイイイヤヤヤハハハーーー
ネネネスススををを敷敷敷設設設すすするるる
1. 新しい電気ハーネスから、165cm の枝線と

203cm の枝線を探し出す図 83。
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図図図 83

1. 81cm のハーネス枝線—フフフ
ロロローーーメメメーーータタタととと攪攪攪拌拌拌バババルルルブブブ

5. 33cmのハーネス枝線—速
度センサー

2. 86cm のハーネス枝線—ススス
プププレレレーーーポポポンンンプププのののソソソレレレノノノイイイドドド

6. 170cm のハーネス枝線—
前方ハーネスへのコネクタ

3. 165cm のハーネス枝線—
リング端子とヒューズ番号
なし

7. 81 cm のハーネス枝線—
スプレーポンプのシャットア
ウト回路

4. 203cm のハーネス枝
線——ASC10, 昇降シリン
ダのソレノイド, ノノノズズズルルルバババルルル
ブブブ 1 10

2. 新しいハーネスの165cm の枝線と 203cm の枝
線を、バルブマウント10個の散布バルブ用とマ
ニホルドマウント用の右側サポートとの間に通
す図 84。

g030884

図図図 84

1. バルブマウント10個の散布
バルブ用

3. 165cm の枝線と 203cm の
枝線電気ハーネス

2. マニホルドマウント

3. 165cmの枝線と 203cmの枝線を、右側フレーム
チューブに沿って前方へ延ばす図 85。
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図図図 85

1. 後方ワイヤハーネ
ス—203cm 枝線

3. 機体前方

2. 右側フレームチューブ 4. 押し込み型ファスナとケー
ブルタイの位置

4. 後方ワイヤハーネスの 203cm の枝線の押し込み
型ファスナを、右側フレームチューブの穴に差し
込む図 85この穴は、古い後方ワイヤハーネス
を取り外した跡の穴ステップ 3 前ハーネスと後ろ
ハーネスの接続を外す (ページ 12)を参照。

前前前ハハハーーーネネネスススととと後後後ろろろハハハーーーネネネスススををを相相相互互互ににに
接接接続続続すすするるる

注注注 前ハーネスと後ろハーネスの接続を行う時は、ホイ
ストで機体を持ち上げて行ってください。

1. 機体の下の右フレームチューブに沿って配設さ
れている前後のワイヤハーネスの相互コネクタを
探し出す図 86。

g030437

図図図 86

1. 機体前方 2. コネクタのインタフェース前
と後ろハーネス

2. 前方ハーネスのスプレーヤ用ハーネスインターコ
ネクトの10ソケットコネクタを、後方ハーネスのス
プレーヤ用ハーネスインターコネクトの10ピンコネ
クタに接続する図 87。

g035101

図図図 87

1. 前方ワイヤハーネスス 4. 後方ワイヤハーネス

2. 10ソケットコネクタスプレー
ヤ用ワイヤハーネス前ハー
ネス

5. 機体前方

3. 10ピンコネクタスプレーヤ
用ワイヤハーネス後ハー
ネス

3. 前方ハーネスのスプレーヤ用ハーネスインターコ
ネクトの8ピンコネクタを、後方ハーネスのレート
スイッチ用8ソケットコネクタに接続する図 88。

g035102

図図図 88

1. 前方ワイヤハーネス 4. 後方ワイヤハーネス

2. 8ピンコネクタスプレーヤ用
ワイヤハーネス前ハーネス

5. 機体前方

3. 8ソケットコネクタレートス
イッチ後ハーネス

4. 前方ハーネスのすすぎポンプ用2ピンコネクタを、
後方ハーネスのすすぎポンプ用2ソケットコネク
タに接続する図 89。
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図図図 89

1. 前方ワイヤハーネスス 4. 後方ワイヤハーネス

2. 2ソケットコネクタすすぎポ
ンプ後ハーネス

5. 機体前方

3. 2ピンコネクタすすぎポンプ
前ハーネス

5. 前方ハーネスのホースリール電源用2ピンコネク
タを、後方ハーネスのホースリール電源用用2ソ
ケットコネクタに接続する図 90。

g035104

図図図 90

1. 前方ワイヤハーネス 4. 後方ワイヤハーネス

2. 2ピンコネクタホースリール
前ハーネス

5. 機体前方

3. 2ソケットコネクタホースリー
ル後ハーネス

6. 前方ハーネスのスプレーヤ用ハーネスインターコ
ネクトの10ピンコネクタを、後方ハーネスのスプ
レーヤ用ハーネスインターコネクトの10ソケットコ
ネクタに接続する図 91。

g204610

図図図 91

1. 前方ワイヤハーネスス 4. 後方ワイヤハーネス

2. 10ピンコネクタスプレーヤ
用ワイヤハーネス前ハー
ネス

5. 機体前方

3. 10ソケットコネクタスプレー
ヤ用ワイヤハーネス後ハー
ネス

7. ナビゲーション用とデータ用ハーネスの接続を容
易にするために、後方ワイヤハーネスの1ソケット
コネクタと、後方ワイヤハーネスの4ソケットコネク
タをハーネスの先端部にそろえておく図 92。

g035106

図図図 92

1. 4ソケットコネクタ後方ワイ
ヤハーネス

3. 1ソケットコネクタ後方ワイ
ヤハーネス

2. マシンの上方 4. 機体正面

8. 後部用ワイヤハーネスの 81cm の枝線を、前部
用ワイヤハーネスに固定する図 93。
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図図図 93

1. ケーブルタイ 3. ポンプのインタラプトリレー

2. 右側サポート 4. シートサポート用アングル
部材

ダダダッッッシシシュュュボボボーーードドドののの水水水圧圧圧計計計用用用ののの水水水圧圧圧検検検
知知知チチチュュューーーブブブををを後後後方方方ワワワイイイヤヤヤハハハーーーネネネスススににに
沿沿沿っっっててて配配配設設設すすするるる
1. ダッシュボードの水圧計用の水圧検知チューブ

を、車体の後方ワイヤハーネスに沿って配設す
る図 94。

g033237

図図図 94

1. ケーブルタイ (押し込み型
ファスナシャーシのアンカー
ポイント)

3. 水圧検知チューブ

2. 機体前方 4. 後方ワイヤハーネス

2. 水圧検知チューブを後方ワイヤハーネスに固定
するケーブルタイ3本を使い、後方ワイヤハーネ
スのシャーシ上のアンカーポイント押し込みファ
スナの近くに固定する図 94。

重重重要要要 水水水圧圧圧検検検知知知チチチュュューーーブブブををを縛縛縛っっってててつつつぶぶぶさささななないいいよよようううににに
注注注意意意しししてててくくくだだださささいいい。。。ケケケーーーブブブルルルタタタイイイはははチチチュュューーーブブブををを固固固定定定
ででできききるるる程程程度度度ののの力力力ででで締締締めめめ付付付けけけてててくくくだだださささいいい。。。

15
エエエンンンジジジンンン制制制御御御モモモジジジュュューーールルルととと取取取りりり
付付付けけけブブブラララケケケッッットトトををを取取取りりり付付付けけけるるるガガガ
ソソソリリリンンンエエエンンンジジジンンン搭搭搭載載載車車車両両両

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順
1. エンジン制御モジュール用取り付けブラケットの穴

を、エンジンのサポートブラケットの穴とエンジン
のアクセサリケースの穴に合わせる図 95。
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g033072

図図図 95

1. 機体正面 4. エンジン制御モジュール

2. フランジヘッドボルト 5. フランジナット

3. 取り付けブラケット

2. 取り付けブラケットをエンジンに組み付けるステッ
プ 1 5 エンジン制御モジュールと取り付けブラケッ
トを外すガソリンエンジン搭載車両 (ページ 10)で
外したフランジヘッドボルト3本とフランジナット
1個を使用する。

16
キキキャャャリリリッッッジジジ下下下シシシュュュラララウウウドドドををを取取取りりり
付付付けけけるるる

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順
1. キャリッジ下シュラウドを車体の下シャーシに合わ

せる図 96。

g189584

g189583

図図図 96

1. エンジンマウント 4. フランジロックナット5/16"
2. ボルト分かりやすいように

図示
5. 機体前方

3. キャリッジ下シュラウド

2. エンジン搭載ブラケットのところで、ボルトとキャ
リッジボルトの上からキャリッジ下シュラウドの前
方取り付けフランジを入れる図 96。

3. キャリッジ下シュラウドを、エンジン搭載ブラケット
とボルトに組み付ける図 96ステップ24 キャリッジ
下シュラウドを取り外す (ページ 9)で外したフラン
ジロックナット (5/16") 4個を使用する。

4. キャリッジ下シュラウドの後部にある穴を、シャー
シの穴に合わせる図 97。
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図図図 97
図は 2017 年度モデル。2016年度モデルもほぼ同じ。

1. フランジヘッドボルト5/16"
x ⅞"

3. ワッシャ5/16"

2. キャリッジ下シュラウド 4. 機体前方

5. 図 97キャリッジ下シュラウドの後部をシャーシに
に取り付けるステップ 14キャリッジ下シュラウドを
取り外す (ページ 9)で取り外した金具類を使用し
て以下のように作業する

• 2016 年年年度度度のののマママシシシンンン — フランジヘッドボルト
5/16 x ⅞"7本とワッシャ5/16"7枚

• 2017年年年度度度以以以降降降のののマママシシシンンン— フランジヘッドボル
ト5/16" x ⅞"5本とワッシャ5/16"5枚

6. ボルトとナットを11291582N∙cm2.02.6kg.m =
100140in-lbにトルク締めする。

17
後後後方方方ワワワイイイヤヤヤハハハーーーネネネスススををを接接接続続続すすす
るるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

3 ケーブルタイ

ワワワイイイヤヤヤハハハーーーネネネスススをををマママニニニホホホルルルドドドマママウウウンンン
トトトへへへ敷敷敷設設設すすするるる
1. 図 98に示すように、ワイヤハーネスの 203cm の

枝線を、バルブマウントのサポートストラットより
も車体内側を通し、車体後方のバルブマウント
10バルブ用まで導く。

g030995

図図図 98

1. マニホルドマウント 6. 押し込みファスナー

2. 3ソケットコネクタフローメー
タ

7. 2ピンコネクタホースリール
の電源

3. 81cm のハーネス枝線—フ
ローメータと攪拌バルブ

8. 3ソケットコネクタホースリー
ル

4. コネクタ攪拌バルブ 9. 機体前方

5. 203cm のハーネス枝
線——ASC10, 昇降シリン
ダのソレノイド, ノズルバル
ブ 1 10

2. フローメータと攪拌バルブ用のワイヤハーネスの
81cm の枝線を、マニホルドマウントの正面を横
断するように配設する図 98。

3. ワイヤハーネスの 81cm の枝線の押し込み型
ファスナを、マニホルドマウントの下側フランジに
差し込む図 98。

ワワワイイイヤヤヤハハハーーーネネネスススををを10バババルルルブブブマママウウウンンントトト
へへへ敷敷敷設設設すすするるる
1. 203 cm の枝線を、10バルブマウントの裏面を横

断するように配設するノズルバルブ用の10個の
コネクタが後方へ向き、バルブの下に来るよう
にすること図 99。
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g031027

図図図 99

1. 3ソケットコネクタノズルバ
ルブの10番位置

5. 4ソケットコネクタASC 10へ

2. バルブ10本用マウント 6. 機体前方

3. 40ソケットコネクタASC 10 7. 押し込みファスナー

4. 203cm のハーネス枝
線——ASC10, 昇降シリン
ダのソレノイド, ノズルバル
ブ 1 10

2. ワイヤハーネスの 203cm の枝線の押し込み型
ファスナを、マニホルドマウントの下側フランジに
差し込む図 99。

スススプププレレレーーーヤヤヤポポポンンンプププ用用用のののワワワイイイヤヤヤハハハーーーネネネ
スススををを敷敷敷設設設すすするるる
1. スプレーポンプのソレノイド用の 86cm の枝線

を、機体のフレームチャネル部材の上を横断さ
せ、そこから下がってポンプソレノイドへ配設す
る図 100。

g030996

図図図 100

1. 86cm のハーネス枝線—ス
プレーポンプのソレノイド

4. 機体前方

2. 203cm のハーネス枝
線——ASC10, 昇降シリン
ダのソレノイド, ノズルバル
ブ 1 10

5. プッシュインファスナー

3. チャネル部材スプレーヤの
フレーム

2. 86cm の枝線の押し込み型のファスナを、機体フ
レームのチャネル部材の穴に差し込む図 100。

ワワワイイイヤヤヤハハハーーーネネネスススをををマママニニニホホホルルルドドドマママウウウンンントトト
ののの各各各機機機器器器ににに接接接続続続すすするるる
1. 203cm の枝線の、Flow Meter というラベルと

Pressure Transducerというラベルの付いたコネ
クタを、マニホルドマウントの後方へ導く図 101。

g033231

図図図 101

1. 磁石式のハーネスアンカー 4. 3ソケットコネクタ後方ワ
イヤハーネスラベルは
Pressure Transducer

2. フローメータ 5. 3ピンコネクタFlow Meter
3. 3ソケットコネクタ後方ワイ

ヤハーネスラベルは Flow
Meter

6. 3ピンコネクタPressure
Transducer
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2. 203cm の枝線のフローメータ用の3ソケットコネ
クタラベルなしを、フローメータ用ハーネスの3ピ
ンコネクタに接続する図 101。

3. 203cm の枝線のフローメータ用のPressure
Transducer ラベル付きの3ソケットコネクタを、
水圧トランスデューサテライトの3ピンコネクタに
接続する図 101。

4. フローメータと水圧トランスデューサ用のワイヤ
ハーネスの磁石式アンカーを、マニホルドマウン
トの表面に取り付ける図 101。

5. 攪拌バルブ用ハーネスのの3ピンコネクタを、マ
ニホルドマウントの前方に配設する図 102。

g031039

図図図 102

1. 攪拌バルブ 3. 3ソケットコネクタ攪拌バル
ブのハーネス

2. マニホルドマウント

6. 攪拌バルブ用ハーネスの3ピンコネクタを、203cm
の枝線のAgitation Valveというラベルの付いた3
ソケットコネクタに接続する図 103。

g031040

図図図 103

1. 3ピンコネクタ後方ワイヤ
ハーネスラベルは Agitation
Valve

3. 3ソケットコネクタ攪拌バル
ブのハーネス

2. マニホルドマウント

ワワワイイイヤヤヤハハハーーーネネネスススををを昇昇昇降降降シシシリリリンンンダダダのののマママニニニ
ホホホルルルドドドののの各各各ソソソレレレノノノイイイドドドににに接接接続続続すすするるる
1. 昇降シリンダ用マニホルドの下部で、後方ワイヤ

ハーネスのEnable Solenoidというラベルのつい
た2ソケットコネクタを、「イネーブル」ソレノイド
の2ピンコネクタに接続する図 104と図 105。
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g031046

図図図 104

1. 2ピンコネクタ左降下ソレノ
イド昇降シリンダマニホルド

6. 2ソケットコネクタ右上昇メ
インハーネスのコネクタ

2. 2ピンコネクタ左上昇ソレノ
イド昇降シリンダマニホルド

7. 2ソケットコネクタ右上昇メ
インハーネスのコネクタ

3. 2ソケットコネクタ左降下メ
インハーネスのコネクタ

8. 2ピンコネクタ右上昇ソレノ
イド昇降シリンダマニホルド

4. 2ソケットコネクタ左上昇メ
インハーネスのコネクタ

9. 2ピンコネクタ右降下ソレノ
イド昇降シリンダマニホルド

5. 2ソケットコネクタ「イネーブ
ル」ソレノイド (メインハー
ネスのコネクタ)

10. 機体後方

g031047

図図図 105

1. 2ピンコネクタ右降下ソレノ
イド昇降シリンダマニホルド

7. 2ソケットコネクタ右上昇メ
インハーネスのコネクタ

2. 2ピンコネクタ右上昇ソレノ
イド昇降シリンダマニホルド

8. 2ソケットコネクタ左上昇メ
インハーネスのコネクタ

3. 2ピンコネクタ左上昇ソレノ
イド昇降シリンダマニホルド

9. 2ソケットコネクタ「イネー
ブル」ソレノイドメインハー
ネスのコネクタ

4. 2ピンコネクタ左降下ソレノ
イド昇降シリンダマニホルド

10. 2ピンコネクタ「イネーブ
ル」ソレノイド昇降シリンダ
マニホルド

5. 機体後方 11. 2ソケットコネクタ左降下メ
インハーネスのコネクタ

6. 2ソケットコネクタ右降下メ
インハーネスのコネクタ

2. 右下のソレノイドで、後方ワイヤハーネスのRight
Downというラベルのついた2ソケットコネクタを、
右下ソレノイドの2ピンコネクタに接続する図 104
と図 105。

3. 右上のソレノイドで、後方ワイヤハーネスのRight
Upというラベルのついた2ソケットコネクタを、右
上ソレノイドの2ピンコネクタに接続する図 104
と図 105。

4. 左下のソレノイドで、後方ワイヤハーネスのLeft
Downというラベルのついた2ソケットコネクタを、
左下ソレノイドの2ピンコネクタに接続する図 104
と図 105。

5. 左上のソレノイドで、後方ワイヤハーネスのLeft
Upというラベルのついた2ソケットコネクタを、左
上ソレノイドの2ピンコネクタに接続する。

ワワワイイイヤヤヤハハハーーーネネネスススをををスススプププレレレーーーバババルルルブブブににに
接接接続続続すすするるる
1. 203cm の枝線の、Nozzle Valve 1 Nozzle

Valve 5というラベルの付いた3ソケットコネクタ

46
 



を、10バルブマウントの後方からノズルバルブ
15の下へ導く図 106。

g031043

図図図 106

1. 3ピンコネクタノズルバルブ
のハーネス

5. ノズルバルブ 10番

2. ノズルバルブ 1番 6. 3ピンソケットコネクタ後方
ワイヤハーネスラベルは
Nozzle 1

3. ノズルバルブ 5番 7. 3ピンソケットコネクタ後方
ワイヤハーネスラベルは
Nozzle 6

4. ノズルバルブ 6番

2. 203 cm の枝線の、Nozzle Valve 6 Nozzle
Valve 10というラベルの付いた3ソケットコネクタ
を、10バルブマウントの後方からノズルバルブ
610の下へ導く図 106。

3. 後方ワイヤハーネスの Nozzle 1というラベルのつ
いている3ピンソケットコネクタを、ノズルバルブ1
番用の3ピンコネクタに接続する図 106。

重重重要要要 後後後方方方ワワワイイイヤヤヤハハハーーーネネネスススのののそそそれれれぞぞぞれれれののの3ピピピンンンソソソ
ケケケッッットトトコココネネネクククタタタにににつつついいいててていいいるるるラララベベベルルルのののバババルルルブブブ番番番号号号
ととと、、、実実実際際際ににに接接接続続続ささされれれるるるノノノズズズルルルバババルルルブブブののの番番番号号号ををを必必必
ずずず一一一致致致さささせせせてててくくくだだださささいいい。。。

4. ノズルバルブ2番10番についても、ステップ 3 を
行う図 106。

ワワワイイイヤヤヤハハハーーーネネネスススをををスススプププレレレーーーヤヤヤポポポンンンプププととと
速速速度度度セセセンンンサササーーーににに接接接続続続すすするるる
1. 機体後部、スプレーヤポンプの車軸側で、86cm

の枝線にあるSpray Pump Solenoidというラベ
ルのついた2ソケットコネクタを、ポンプのリレー
の2ピンコネクタに接続する図 107。

g030464

図図図 107

1. 2ピンコネクタポンプ用リ
レー

3. 機体前方

2. 2ソケットコネクタワイヤ
ハーネスの 86cm 枝線

2. 機体後部右側フレームチューブと右側フェンダとの
間で、速度センサーハーネス右側油圧走行モータ
にあるの3ピンコネクタを、後方メインハーネスの
3ソケットコネクタラベルなしに接続する図 108。

g030454

図図図 108

1. 3ソケットコネクタ後メイン
ハーネス

3. 機体前方

2. 3ピンコネクタ油圧モータの
ハーネス

ワワワイイイヤヤヤハハハーーーネネネスススをををエエエンンンジジジンンンルルルーーームムムををを通通通
しししててて敷敷敷設設設すすするるる
1. ワイヤハーネスの 165cm の枝を、エンジンルー

ムの上から内部へ入れ、エンジンシュラウドの右
側サポートに沿って前方へ進め、エアフィルタと
エンジンをつないでいるダクトまで導く図 109。

注注注 この 165cm の枝線の最終的な固定は ナビ
ゲーション用電装ハーネスをバッテリーへ導く
(ページ 57)で行います。
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g030986

図図図 109

1. エアフィルタ エンジン 4. 機体右側

2. エンジンシュラウドのサポー
ト右側

5. 機体前方

3. 165cm の枝線 (後方ワイ
ヤハーネス)

2. ワイヤハーネスの 165cmの枝線を、シートボック
スのアングル部材を横断して下へ、エンジンシュ
ラウドの左側サポートに沿って導く図 110。

注注注 この 165cm の枝線の最終的な固定は ナビ
ゲーション用電装ハーネスをバッテリーへ導く
(ページ 57)で行います。

g030944

図図図 110

1. 165cm の枝線後方ワイヤ
ハーネス

4. 機体前方

2. シートボックスのアングル
部材

5. 機体の左側

3. エンジンシュラウドのサポー
ト左側

3. ワイヤハーネスの 165cm の枝線を、エンジン
シュラウドの左側サポートに沿って下へ進め、左
側フレームチューブの下まで導く図 111。

注注注 この 165cm の枝線の最終的な固定は ナビ
ゲーション用電装ハーネスをバッテリーへ導く
(ページ 57)で行います。

g032563

図図図 111

1. 165cm の枝線 (後方ワイ
ヤハーネス)

5. マイナス端子黒ワイ
ヤ165cm の枝線後方ワイ
ヤハーネス

2. エンジンシュラウドのサポー
ト左側

6. 機体前方

3. 左側フレームチューブ 7. 機体の左側

4. プラス端子赤ワイヤ165cm
の枝線後方ワイヤハーネス

4. ワイヤハーネスの 165cm の枝線についている
50 A ヒューズ、プラス端子、マイナス端子を、
バッテリー上部まで導く図 111。

注注注 リング端子の最終的な接続は 後方ハーネスと
ナビゲーション用電装ハーネスをバッテリーケー
ブルに接続する (ページ 60)で行います。

スススプププレレレーーーヤヤヤポポポンンンプププシシシャャャッッットトトアアアウウウトトト回回回路路路用用用
のののワワワイイイヤヤヤハハハーーーネネネスススををを敷敷敷設設設すすするるる
1. 運転席を前に倒して、座席についている支え棒を

コンソールチャネルのくぼみに入れて固定する。

2. カバーを中央コンソールの左側に固定しているフ
ランジヘッドボルト¼" x ¾"5本を外す 図 112。
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g034981

図図図 112

1. フランジヘッドボルト¼" x ¾" 2. カバー (左側 — 中央コン
ソール)

3. 中央コンソールのカバーを外す図 113。

注注注 中央コンソールからカバーを外す時、必要に
応じて運転席を倒してください。

g034982

図図図 113

1. コンソールのフレーム

4. 後部用ワイヤハーネスの 81 cm の枝線を、前部
用ワイヤハーネスに沿って上に進め、コンソール
のチャネル材のハトメに通す図 114。

g035004

図図図 114

1. 81 cm のハーネス枝線—
スプレーポンプのシャットア
ウト回路

3. ハトメ中央コンソール

2. 3ソケットコネクタCAN診断
用

4. ハトメコンソールのチャネ
ル材

5. 後部用ワイヤハーネスの 81 cm の枝線を、前部
用ワイヤハーネスに沿って上に進め、コンソール
のチャネル材のハトメに通す図 114。

散散散布布布ポポポンンンプププスススイイイッッッチチチにににシシシャャャッッットトトオオオフフフ回回回
路路路ををを追追追加加加すすするるる
1. 散布ポンプスイッチの8ソケットコネクタについて

いるラッチを解除して、コネクタをスイッチから
外す図 115。

g035005

図図図 115

1. 8ソケットコネクタ散布ポン
プのスイッチ

3. 81 cm の枝線

2. 散布ポンプスイッチ

2. 8ソケットコネクタの裏側が見えてラッチが上がっ
た状態にする図 116。
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g035002

g035019

図図図 116

1. ラッチ8ソケットコネクタ) 3. 端子81 cm の枝線

2. 端子位置 #4 (8ソケットコネ
クタ—散布ポンプスイッチ)

4. 81 cm の枝線

3. 後部用ワイヤハーネスの 81 cm の枝線の端に
ついている端子を、8ソケットコネクタの端子位置
#4 に入れる (図 116)。

注注注 端子についているラッチを、8ソケットコネクタ
に確実に掛けてください。

4. ワイヤハーネスの8ソケットコネクタに、ポンプス
イッチの8ピンコネクタを接続する図 117。

g035003

図図図 117

5. 図 117のように、後部用ワイヤハーネスの 81 cm
の枝線を、前部用ワイヤハーネスに固定する。

g035020

図図図 118

1. ケーブルタイ

6. ステップ 3 スプレーヤポンプシャットアウト回路
用のワイヤハーネスを敷設する (ページ 48) で
外したカバーを、中央コンソールの左側に合わ
せる 図 119。

g035021

図図図 119
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7. カバーを中央コンソールに固定するステップ 2 ス
プレーヤポンプシャットアウト回路用のワイヤハー
ネスを敷設する (ページ 48)で取り外したフランジ
ヘッドボルト¼" x ¾"5本を使用し、5.26.8N·m
0.50.7kg.m = 4660in-lbにトルク締めする。

18
ダダダッッッシシシュュュボボボーーードドドののの水水水圧圧圧計計計用用用ののの
水水水圧圧圧検検検知知知チチチュュューーーブブブををを接接接続続続すすするるる

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

ダダダッッッシシシュュュボボボーーードドドのののゲゲゲーーージジジ用用用ののの水水水圧圧圧検検検知知知
チチチュュューーーブブブををを接接接続続続すすするるるオオオプププシシショョョンンンのののホホホーーー
スススリリリーーールルルキキキッッットトトををを搭搭搭載載載しししててていいいななないいい車車車両両両
1. ダッシュボードの水圧計用の水圧検知チューブ

樹脂チューブの口を、チューブカップラのロッキ
ングカラーに合わせる図 120。

g189545

図図図 120

1. 90° エルボ (ノズルバルブ
10番)

3. 水圧検知チューブダッシュ
ボードの水圧計用

2. ロッキングカラーチューブ
カップラ

2. 検知チューブをロッキングカラーに挿入して一番
奥まで押し込む図 120。

水水水圧圧圧検検検知知知チチチュュューーーブブブををを接接接続続続すすするるるををを接接接続続続
すすするるるオオオプププシシショョョンンンのののスススプププレレレーーーガガガンンンキキキッッットトトままま
たたたははは収収収納納納式式式ホホホーーースススリリリーーールルルキキキッッットトトををを搭搭搭載載載
しししててていいいるるる車車車両両両
1. ダッシュボードの水圧計用の水圧検知チューブ樹

脂チューブの口を、チューブカップラのロッキング
カラーに合わせる図 121と図 122。

g033246

図図図 121
オプションのスプレーガンキット

1. 水圧検知チューブダッシュ
ボードの水圧計用

2. チューブカップラ90° エル
ボノズルバルブ 10

g033247

図図図 122
収納式ホースリールキットオプション

1. 水圧検知チューブ収納式
リールの水圧計用

3. 水圧検知チューブダッシュ
ボードの水圧計用

2. チューブカップラ90° エル
ボノズルバルブ 10

2. 検知チューブをロッキングカラーに挿入して一番
奥まで押し込む図 121と図 122。
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19
ナナナビビビゲゲゲーーーシシショョョンンン受受受信信信機機機ををを取取取りりり
付付付けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1
ナビゲーション受信機 ―― ジオリンク高精度散布シス
テムキット北米用はモデル 41623、米国外および米
国用は 41630

1 受信機用マウント

2 ボルト

1 RTK アンテナ用ブラケットオプションの CDMA RTK 修
正モデムキットまたは GSM RTK 修正モデムキット用

4 フランジロックナット⅜"

3 六角ヘッドボルト5 x 16mm

3 ワッシャ5 mm

1 携帯電話アンテナオプションの CDMA RTK修正モデム
キットまたは GSM RTK 修正モデムキット

1 同軸ケーブルオプションの CDMA RTK 修正モデムキッ
トまたは GSM RTK 修正モデムキット

ナナナビビビゲゲゲーーーシシショョョンンン受受受信信信機機機ををを車車車体体体ににに組組組みみみ
付付付けけけるるる
1. 受信機用マウントの中央部にあるスロットを、

ROPSのセンターライン溶接跡に合わせる図
123。
注注注 穴が2つあいている大きいフランジを ROPS
の後方に向け、穴が1つの小さいフランジを前
方に向けてください。

g030748

図図図 123

1. ROPSチューブ 3. 受信機用マウント

2. 溶接跡ROPS 4. スロット

2. 以下の要領で、受信機用マウントをROPSに取
り付ける

• WAASwide area augmentation system付き
GNSS を搭載している機体では、U ボルト2
本とフランジロックナット4個⅜ inchを使用す
る図 124 。

g030749

図図図 124

1. 機体前方 4. ROPSチューブ

2. フランジロックナット⅜" 5. ボルト

3. 受信機用マウント

• GNSS と CDMA または GSM RTK 修正モデ
ムキットを搭載している機体では、U ボルト
2本とフランジロックナット4個⅜ inchを使用し
て、受信機用マウントと共に RTK 用のアンテ
ナブラケットを取り付ける図 125。

g031859

図図図 125

1. 機体前方 4. 受信機用マウント

2. フランジロックナット⅜" 5. ROPSチューブ

3. RTK 用のアンテナブラケッ
ト

6. ボルト

3. ナットを3745N·m3.74.6kg.m=2733ft-lbにトル
ク締めする。

4. 受信機底部の3本のねじ部を、マウントの3つの
穴に合わせる図 126。
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g030750

図図図 126
図は RTK アンテナ用ブラケットも表示。GNSS のみの場

合もほぼ同様である。

1. ナビゲーション受信機 3. ワッシャ5 mm
2. 受信機用マウント 4. 六角ヘッドボルト5 x 16 mm

5. 受信機をマウント荷台に固定する図 126六角ヘッ
ドボルト5 x 16 mm3本と、ワッシャ5 x 16 mm3枚
を使用する。

6. ボルト3本を 576-712 N·cm 0.6-0.7 kg.m = 51-63
in-lbにトルク締めする。

ナナナビビビゲゲゲーーーシシショョョンンン受受受信信信機機機ににに RTK アアアンンンテテテ
ナナナををを取取取りりり付付付けけけるるる

注注注 CDMA RTK または GSM RTK 接続モデムを搭載し
ている車両では、RTKを取り付けます。

1. 同軸カップラのねじ部分を下に向けて RTKアンテ
ナ用ブラケットの開口部に通す図 127。

注注注 同軸ケーブルコネクタのねじの平たい部分
をブラケットの開口部の平たい部分に合わせて
入れてください。

g031876

図図図 127

1. 同軸カップラ 3. ロックワッシャ

2. RTK 用のアンテナブラケッ
ト

4. ジャムナット

2. ロックワッシャとジャムナットで同軸カップラをア
ンテナブラケットに組み付け、ジャムナットを手
締めする図 127。

3. 同軸カップラの上側フィッティングに RTK アンテ
ナを組み付け、アンテナに付いているナットを手
締めする図 128。

g031877

図図図 128

1. 同軸コネクタCDMA または
GSM 携帯電話用モデム

3. RTK アンテナ

2. 同軸カップラ

4. 同軸カップラの下側フィッティングにアンテナ線
を仮留めする図 128。

5. ケーブルを、ナビゲーション受信機の後ろを通し
て、CDMA または GSM 携帯電話用モデムの同
軸コネクタまで導く図 128。
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6. アンテナ線を、同軸コネクタCDMA または GSM
携帯電話用モデムに接続する図 128。

7. アンテナ線のナットを手締めする。

20
スススプププレレレーーーヤヤヤのののモモモニニニタタタををを取取取りりり付付付
けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1
スプレーヤのモニタ ―― ジオリンク高精度散布システ
ムキット北米用はモデル 41623、米国外および米国
用は 41630

1
ボールマウント ―― ジオリンク高精度散布システム
キット北米用はモデル 41623、米国外および米国用
は 41630

1 モニタアーム

1 補強プレート

4 フランジヘッドボルト ¼" x 1½"

4 フランジロックナット¼"

ダダダッッッシシシュュュパパパネネネルルルののの準準準備備備ををを行行行ううう
1. ダッシュパネルの左側握りハンドルの左側にある4

枚の打ち抜きパネル6 mmを探し出す (図 129)。

g034912

図図図 129

1. 打ち抜き穴6㎜ダッシュパ
ネル

2. 握りハンドル

2. ダッシュパネルを打ち抜いて4つの穴を作る図
129。

ダダダッッッシシシュュュボボボーーードドドにににスススプププレレレーーーヤヤヤのののモモモニニニタタタ
ををを取取取りりり付付付けけけるるる
1. 図 130 のように、ダッシュボードにボールピボッ

ト用マウントを取り付けるフランジヘッドボルト

¼" x 1½"4本、スティフナプレート、フランジナッ
ト¼"を使用する。

g191217

図図図 130

1. フランジヘッドボルト (¼" x
1½")

4. 穴ダッシュパネル

2. ワッシャ¼" 5. スティフナプレート

3. ボールピボット用マウント 6. フランジロックナット¼"

2. ボルトとナットを1,0171,243N·cm2.02.6kg.m =
90110in-lbにトルク締めする。

3. モニタアームのノブをゆるめて、モニタ裏側の
フィッティング用のボールピボットとダッシュボー
ド側のボールピボットの両方をモニタアームのソ
ケットに入れる図 131。

g190151

図図図 131

1. ボールピボット 3. ノブ

2. モニタアーム 4. ボールピボット用マウント

4. 運転席左側座席に座り、モニタが見やすいように
モニタの位置と向きを調整する図 131。
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5. モニタアームのノブを手で締めつける図 131。

21
ナナナビビビゲゲゲーーーシシショョョンンン関関関係係係のののワワワイイイヤヤヤ
ハハハーーーネネネスススををを取取取りりり付付付けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1
データハーネス ―― ジオリンク高精度散布システム
キット北米用はモデル 41623、米国外および米国用
は 41630

1
電気ハーネスナビゲーションシステム ―― ジオリンク
高精度散布システムキット北米用はモデル 41623、米
国外および米国用は 41630

6 ケーブルタイ

ナナナビビビデデデーーータタタ用用用ハハハーーーネネネスススととと電電電装装装用用用ハハハーーー
ネネネスススををを相相相互互互ににに接接接続続続すすするるる

重重重要要要 デデデーーータタタ用用用ハハハーーーネネネスススにににははは使使使用用用しししななないいいコココネネネクククタタタももも含含含ままま
れれれててていいいままますすす。。。使使使用用用しししななないいいコココネネネクククタタタにににはははキキキャャャッッップププやややプププラララグググ
ををを確確確実実実ににに嵌嵌嵌めめめててておおおいいいてててくくくだだださささいいい。。。

ナビ用電装ハーネスの3ソケットコネクタ電源インタ
フェースを、データ用ハーネスの3ピンコネクタ電源イン
タフェースに接続する図 132。

g031221

図図図 132

1. 12ソケットコネ
クタ 灰灰灰色色色 デー
タ用ハーネス ナ
ビゲーション受
信機

7. 10A ヒューズ
バッテリー

13. 4ピンコネクタ
CAN 2 / スプ
レーヤコント
ローラ用の後方
ハーネス用イン
タフェース

2. データ用ハーネ
スの 100cm の
枝線電源

8. リング端子バッ
テリー

14. データ用ハーネ
スの 13cmの枝
線後方ハーネス
用インタフェース

3. 3ピンコネクタ
データ用ハー
ネス 電源インタ
フェース

9. 1ピンコネクタ
ナビゲーション
電装用ハーネ
ススイッチ付き
電源

15. 26ソケッ
トコネクタ
データ用ハーネ
ス (スプレーヤ
モニタ)

4. 3ソケットコネクタ
ナビゲーション
電装用ハーネ
ス 電源インタ
フェース

10. 電装用ハーネス
の 100cm の枝
線電源

16. データ用ハーネ
スの 220cm の
枝線スプレーヤ
モニタ

5. データ用
ハーネスの
100cm の枝線
電源インタ

フェース

11. 12ソケットコネ
クタ 黒黒黒色色色 デー
タ用ハーネスナ
ビゲーション受
信機

6. 電装用ハーネ
スの 220cm の
枝線電源インタ
フェース

12. データ用ハーネ
スの 390cm の
枝線ナビゲー
ション受信機

デデデーーータタタ用用用ケケケーーーブブブルルルをををナナナビビビゲゲゲーーーシシショョョンンン受受受
信信信機機機ににに接接接続続続すすするるる
1. データ用ハーネスの 390cm の枝線を、エンジン

ルームの右側から内部エンジン用のエアフィルタ
の隣へ入れ、エンジン後部シュラウドの右下エリ
アの下側に沿って後方へ進める図 133。
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g031232

図図図 133

1. エンジン後方シュラウド 3. 390cm の枝線データ用
ハーネス

2. エンジンルーム

2. データ用ハーネスの 390cmの枝線を、ROPS右
側に沿って配設し、12 ソケットコネクタ 灰灰灰色色色 と
12 ソケットコネクタ 黒黒黒色色色 をナビゲーション受信機
まで導く図 134。

g031233

図図図 134

1. 12ピンコネクタ 左左左側側側灰灰灰色色色ナ
ビゲーション受信機

5. 390cm の枝線データ用
ハーネス

2. 12ピンコネクタ 右右右側側側黒黒黒色色色ナ
ビゲーション受信機

6. 12ソケットコネクタ 灰灰灰/
黒黒黒 データ用ハーネス

3. 12ソケットコネクタ 黒黒黒
色色色 データ用ハーネス

7. ケーブルタイ

4. 右側 ROPS チューブ

3. 灰灰灰色色色ととと黒黒黒色色色ののの 12 ソケットコネクタの長い方の側に
ある2本のキーを、ナビゲーション受信機の左左左側側側
灰灰灰色色色 12 ピンコネクタの底部の水平面にある2本
のスロットに合わせて接続する図 135。

注注注 ワイヤハーネスのコネクタに付いている整列
キーは、特殊な形状をしており、ナビゲーション
受信機のピンコネクタ以外には形状が一致しま
せんから、注意してください。

g032991

図図図 135

1. キースロット底部水平壁左左左
灰灰灰色色色 12 ピンコネクタ、ナビ
ゲーション受信機

3. 整列キー短い側黒黒黒 12 ソ
ケットコネクタ、データ用
ハーネス

2. キースロット左側垂直壁右右右
黒黒黒色色色 12 ピンコネクタ、ナビ
ゲーション受信機

4. 整列キー長い側灰灰灰/黒黒黒 12
ソケットコネクタ、データ用
ハーネス

4. データ用ハーネスの灰灰灰色色色ととと黒黒黒色色色ののの12 ソケットコ
ネクタを、ナビゲーション受信機の左左左側側側灰灰灰色色色12
ピンコネクタに接続する。カチッと音がしてロック
するまで押し込むこと図 135。

5. データ用ハーネスの黒黒黒色色色ののの 12 ソケットコネクタの
短い方の側にある2本の整列キーを、ナビゲー
ション受信機の右右右側側側黒黒黒色色色 12 ピンコネクタにある2
本のスロットに合わせて接続する図 135。
注注注 ワイヤハーネスのコネクタに付いている整列
キーは、特殊な形状をしており、ナビゲーション
受信機のピンコネクタ以外には形状が一致しま
せんから、注意してください。

6. データ用ハーネスの灰灰灰色色色ととと黒黒黒色色色ののの12 ソケットコネ
クタを、ナビゲーション受信機の左左左側側側灰灰灰色色色12ピン
コネクタに接続する。カチッと音がしてロックする
まで確実に押し込むこと図 135。

7. 図 134 のように、ケーブルタイ2本を使って、
データ用ハーネスの 390cm 枝線を右側 ROPS
チューブに固定する。

注注注 12 ソケットとケーブルタイとの間のケーブルに
少したるみを持たせてください。

ナナナビビビゲゲゲーーーシシショョョンンン電電電装装装用用用おおおよよよびびびデデデーーータタタ用用用
のののハハハーーーネネネスススををを車車車両両両本本本体体体ののの後後後方方方ワワワイイイヤヤヤ
ハハハーーーネネネスススににに接接接続続続すすするるる
1. 電装ハーネスの 100cm の枝線図 136について

いる1ピンコネクタを、車両本体の前方ハーネス
と後方ハーネスが相互接続しているところへ導
く図 92 前ハーネスと後ろハーネスを相互に接続
する (ページ 39)を参照
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g031242

図図図 136

1. ケーブルタイ 3. 100cm の枝線電装用ハー
ネス

2. 390cm の枝線データ用
ハーネス

4. 100cm の枝線データ用
ハーネス

2. データ用ハーネスの 100cm の枝線図 136につ
いている4ピンコネクタCAN 2 / スプレーヤコント
ローラ用を、車両本体の前方ハーネスと後方
ハーネスが相互接続しているところへ導く図 92
前ハーネスと後ろハーネスを相互に接続する
(ページ 39)を参照。

3. 4ピンコネクタCAN 2 / スプレーヤコントローラ
用を、後方ハーネスの4ピンコネクタCAN 2 / ス
プレーヤコントローラ回路用4ソケットコネクタに
接続する図 137。

g035107

図図図 137

1. 機体前方 6. 電装ハーネススイッチ付き
電源

2. 車両の前方ワイヤハーネス 7. 4ピンコネクタデータ用ハー
ネスCAN 2 / スプレーヤコ
ントローラ

3. 1ピンコネクタ電装用ハーネ
スの枝線スイッチ付き電源

8. 4ソケットコネクタ後方ハー
ネスCAN 2 / スプレーヤコ
ントローラ

4. 1ソケットコネクタ後方ワイ
ヤハーネススイッチ付き電
源

9. 車両の後方ワイヤハーネス

5. データ用ハーネスCAN 2 /
スプレーヤコントローラ

4. 電装用うハーネスの1ピンコネクタを、後方ハー
ネスの1ソケットコネクタに接続する図 137。

ナナナビビビゲゲゲーーーシシショョョンンン用用用電電電装装装ハハハーーーネネネスススをををバババッッッ
テテテリリリーーーへへへ導導導くくく
1. ナビゲーションシステム用の電装ハーネスの

220cm の枝線を、シートボックスのアングル部
材を横断して下へ、エンジンシュラウドの左側サ
ポートに沿って導く図 138。
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g031296

図図図 138

1. ケーブルタイ 5. 機体前方

2. エンジンシュラウドのサポー
ト

6. エアフィルタ エンジン

3. 165cm の枝線後方ワイヤ
ハーネス

7. 220cm の枝線データ用
ハーネス

4. 機体右側 8. 220cmの枝線ナビゲーショ
ン電装用ハーネス

2. ワイヤハーネスをエンジンシュラウドのサポートに
ケーブルタイで固定する図 138。

3. ナビゲーションシステム用の電装ハーネスの
220cm の枝線を、エンジンシュラウドの左側サ
ポートに沿って下へ進め、左側フレームチュー
ブの下に導く図 139。

g031297

図図図 139

1. 機体左側 5. エンジンシュラウドのサポー
ト

2. 165cm の枝線後方ワイヤ
ハーネス

6. 機体前方

3. シートボックス用アングル
部材の穴

7. 220cmの枝線ナビゲーショ
ン電装用ハーネス

4. ケーブルタイ

4. ケーブルタイ3本を使用して、ハーネスをシート
ボックス用アングル部材の穴とエンジンシュラウド
のサポートに固定する図 139と図 140。

g032577

図図図 140

1. 165 cm の枝線後方ワイヤ
ハーネス

5. ナビゲート用リング端子黒
ワイヤ)165cm の枝線後方
ワイヤハーネス

2. エンジンシュラウドのサポー
ト

6. プラス極用リング端子赤ワ
イヤ)165cm の枝線後方ワ
イヤハーネス

3. ケーブルタイ 7. 機体前方

4. 左側フレームチューブ 8. 機体の左側

5. ナビゲーションシステム用の電装ハーネスの
220cm の枝線についている 10A ヒューズ、プラ
ス端子、マイナス端子を、バッテリー上部まで
導く図 140。

注注注 リング端子の最終的な接続は ナビゲーション
用電装ハーネスをバッテリーへ導く (ページ 57)
で行います。

デデデーーータタタ用用用ケケケーーーブブブルルルをををスススプププレレレーーーヤヤヤのののモモモニニニ
タタタににに接接接続続続すすするるる
1. エンジンルームの右側で、データ用ハーネス

の 220cm の枝線を、エンジン用エアフィルタの
前方へ導き、ラジエターの右下コーナーまで導
く 図 141。
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g031283

図図図 141

1. エアフィルタ エンジン 5. ケーブルタイ

2. ラジエター 6. 機体前方

3. 車両の前方ワイヤハーネス 7. R クランプ

4. 220cm の枝線データ用
ハーネス

2. データ用ハーネスの 220cm の枝線を前方へ延
ばして、機体下部にある2つのRクランプに通す
図 141。

3. データ用ハーネスの 220 cm の枝線を前方上方
向へ延ばして、フロアパネルの穴についている
ハトメに通す図 142。

g031284

図図図 142

1. R クランプ 3. ハトメフロアパン

2. 220cm の枝線データ用
ハーネス

4. 機体前方

4. データ用ハーネスの 220cmの枝線を上方へ、機
体の前方ワイヤハーネスに沿って延ばす図 142。

5. データ用ハーネスの 220 cm の枝線をダッシュパ
ネルの穴のハトメに通す図 143。
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g190329

図図図 143

1. 220cm の枝線データ用
ハーネス

4. 26ピンコネクタスプレーヤ
のディスプレイ

2. モニタアーム 5. 26ソケットコネクタデータ用
ハーネススプレーヤモニタ

3. ケーブルタイ

6. データ用ハーネスの 26 ソケットコネクタを、スプ
レーヤのディスプレイの 26 ピンコネクタに接続す
る。コネクタ同士をしっかり押し込んで確実にロッ
クさせること図 143。

7. ケーブルタイを使って、220cm のデータハーネス
枝線を、モニターのアームに固定する図 143。

後後後方方方ハハハーーーネネネスススとととナナナビビビゲゲゲーーーシシショョョンンン用用用電電電
装装装ハハハーーーネネネスススをををバババッッッテテテリリリーーーケケケーーーブブブルルルににに
接接接続続続すすするるる
1. 後方ハーネスのプラス端子赤ワイヤ、マイナス

端子黒ワイヤ、ヒューズブロック50A を、バッ
テリーボックスと車両のシャーシとの間から上へ
出す図 144。

g030943

図図図 144

1. プラス+ケーブル 8. バッテリー端子プラス

2. プラス極用リング端子赤ワ
イヤ)165cm の枝線後方ワ
イヤハーネス

9. 端子バッテリーケーブル)

3. プラス極用リング端子赤
ワイヤ220cm の枝線ナビ
ゲーション用電装ハーネス

10. Tボルト

4. 50A ヒューズブロック後方
ワイヤハーネス

11. ナビゲート用リング端子黒
ワイヤ165cm の枝線後方
ワイヤハーネス

5. 10A ヒューズブロックナビ
ゲーション用電装ハーネス

12. ナビゲート用リング端子黒
ワイヤ220cm の枝線ナビ
ゲーション用電装ハーネス

6. マイナス-ケーブル 13. バッテリー端子マイナス

7. 六角ナット

2. ナビゲーション用電装ハーネスのプラス端子赤
ワイヤ、マイナス端子黒ワイヤ、10A ヒューズ
ブロックを、バッテリーボックスと車両のシャーシ
との間から上へ出す。

3. バッテリーの両端子に固定されているTボルトと六
角ナットを外す図 144。

4. Tボルトを、後方ワイヤハーネスのプラス端子赤
ワイヤ、ナビゲーション用電装ハーネスのプラ
ス端子、バッテリーのプラスケーブルの端子に
通す図 144。

5. 端子とTボルトを、六角ナットで仮止めする図
144。

注注注 ケーブルとバッテリーとの接続は、まだ行わ
ないでください。

6. Tボルトを、後方ワイヤハーネスのマイナス端子
黒ワイヤ、ナビゲーション用電装ハーネスのマ
イナス端子、バッテリーのマイナスケーブルの端
子に通す図 144。

7. 端子とTボルトを、六角ナットで仮止めする図
144。

注注注 ケーブルとバッテリーとの接続は、まだ行わ
ないでください。
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22
オオオプププシシショョョンンンののの収収収納納納式式式ホホホーーースススリリリーーー
ルルルキキキッッットトトのののワワワイイイヤヤヤハハハーーーネネネスススををを
接接接続続続すすするるる

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順
1. 機体後部で、液剤タンクの後部にある電動ホー

スリールキットのワイヤハーネスを探し出す図
145のA。

g031308

図図図 145

1. 3ソケットコネクタ後メイン
ハーネス

3. 2ソケットピン後メインハー
ネス

2. 3ピンコネクタ電動ホース
リールのハーネス

4. 2ソケットコネクタ電動ホー
スリールのハーネス

2. ホースリールの電源用の後メインハーネスの 2 ピ
ンコネクタについているプラグを外す図 145のB。

3. 電動ホースリール用ハーネスの2ソケットコネク
タを、後メインハーネスの2ピンコネクタに接続
する図 145のC。

4. スプレー用ハーネスインターコネクト用の後メイ
ンハーネスの 3 ソケットピンコネクタについてい
るキャップを外す図 145のB。

5. 電動ホースリール用ハーネスの3ピンコネクタ
を、後メインハーネスの3ピンソケットに接続する
図 145のC。

23
フフフォォォーーームムムマママーーーカカカーーーオオオプププシシショョョンンン用用用
のののコココンンンプププレレレッッッサササのののワワワイイイヤヤヤハハハーーーネネネ
スススををを接接接続続続すすするるる

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順
1. ワイヤハーネスの 236cm の枝線の端部につい

ている4ソケットコネクタ仕上げキットを、コンプ
レッサから来ているハーネスの4ピンコネクタに
接続する図 146。

g029386

図図図 146

1. コンプレッサ 3. 4ソケットコネクタ仕上げ
キットのワイヤハーネス

2. 4ピンコネクタコンプレッサ
のワイヤハーネス

2. 4ソケットコネクタに4ピンコネクタを接続する図
146。
注注注 コネクタどうしが相互ロックするまで完全に押し
込んでください。
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24
オオオプププシシショョョンンンのののタタタンンンクククすすすすすすぎぎぎキキキッッッ
トトトののの接接接続続続ををを行行行ううう

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順
1. すすぎポンプのハーネスの6ピンコネクタを、後

メインハーネスの6ソケットコネクタに接続する図
147。

g031056

図図図 147

1. すすぎポンプ 3. 6ピンコネクタすすぎポンプ
のハーネス

2. 6ソケットコネクタ後メイン
ハーネス

2. すすぎポンプのカバーを、すすぎポンプ用サドル
プレートに合わせる図 148。

g031057

図図図 148

3. すすぎポンプのカバーを両側から同時に押して、
カバーについているタブをサドルプレートに合わ
せる図 148。

4. スロットにタブを差し込み、カバーを両側から押
していた力をゆるめる図 148。

25
ジジジオオオリリリンンンクククスススプププレレレーーーシシシススステテテムムム仕仕仕
上上上げげげキキキッッットトトののの最最最終終終作作作業業業ををを行行行ううう

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

バババッッッテテテリリリーーーををを接接接続続続すすするるる
1. 座席を押さえていたロッドを外して座席をもとに

戻す。

2. バッテリーのプラス赤ケーブルをバッテリーの端
子に、マイナス黒ケーブルをバッテリーの端子に
取り付け、ボルトと蝶ナットで固定する図 2 バッテ
リーの接続を外す (ページ 6)を参照。

3. 両方の端子に絶縁ゴムカバーを取り付ける図 2
バッテリーの接続を外す (ページ 6)を参照。

4. バッテリーカバーを取り付け、ストラップで固定
する図 1 バッテリーの接続を外す (ページ 6)を
参照。

マママシシシンンンののの設設設定定定プププロロログググラララミミミンンングググををを行行行ううう
1. キースイッチにキーを差し込んで ON 位置に回

す。

注注注 エンジンは始動させないでください。

2. インフォセンターの初期画面で、ボタン5一番
右を長押ししてメインメニュー画面にアクセスす
る図 149。
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g035069

g035082

図図図 149

1. ボタン5

3. メインメニュー画面から、ボタン1または2を押して
「設定」Settingsメニューが出たらボタン4で設定
メニューに入る図 150。

g035070

図図図 150

1. 上矢印 4. ボタン2
2. ボタン1 5. ボタン4
3. 下矢印 6. 選択矢印

4. 「設定」Settingsメニューで、ボタン1または2を
押して GeoLink がハイライトされたらボタン 4 で
GeoLink のメニューに入る図 151。

g035067

図図図 151

1. 上矢印 4. ボタン2
2. ボタン1 5. ボタン4
3. 下矢印 6. 選択矢印
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5. 「ジオリンクメニュー」でボタン4を押して YES 出
たらボタン5を押すと設定が保存されてメニューが
終了する図 152。

g035068

図図図 152

1. ボタン4 3. ボタン5
2. 選択矢印 4. Exit終了

6. キーを OFF 位置に回す図 153。

g035108

図図図 153

7. キースイッチを ON 位置にする図 153。

注注注 インフォセンターにジオリンクの初期画面が
表示される。

g035066

図図図 154

8. キーを OFF 位置に回す。

26
ジジジオオオリリリンンンククク機機機器器器へへへののの電電電源源源投投投入入入

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順
1. イグニッションキーを RUN 位置ガソリン機の場

合または PREHEAT/RUN 位置ディーゼル機の
場合に回す。

2. 以下の各機器に電源が入ったことを確認する

• 制御コンソールグラフィックスと文字が表示
される図 155。

g302921

図図図 155

• 衛星受信機PWR インジケータが点灯する図
156。
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g302922

図図図 156

1. PWR インジケータ衛星受信機

• ブーム自動コントローラSTATUS インジケータ
が点灯する図 157。

g302923

図図図 157

1. 機体後方 2. STATUS インジケータブーム
自動コントローラ

3. キーを OFF 位置に回す。

4. 以下の機器で電源が切れたことを確認する

• コントロールコンソール

• 衛星受信機

• ブーム自動コントローラ

27
ソソソフフフトトトウウウェェェアアアのののバババーーージジジョョョンンンををを確確確
認認認すすするるる

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順
1. イグニッションキーを RUN 位置ガソリン機の場

合または PREHEAT/RUN 位置ディーゼル機の
場合に回す。

2. 制御コンソールの左上にある ABOUT (Toro) ア
イコンを押す図 158。

g302935

図図図 158

1. ABOUT Toroアイコン 3. ソフトウェアのバージョン番
号

2. ABOUT ポップアップウイン
ドゥ

3. ソフトウェアのバージョン番号を、以下に記載され
ているものと比較する

• ジオリンクシステム ソフトウェアガイド があ
る場合にはその表紙

• コマンドコンソールに表示される

注注注 ソフトウェアのバージョンが異なっている
場合には、以下にご連絡くださいToro NSN
1-844-GEOLINK (1-844-436-5465) または
NSNTech@toro.com の customer service。

28
単単単位位位系系系ををを選選選択択択すすするるる

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順

単位系を選択するジオリンクシステムの オペレーターズ
マニュアルまたはソフトウェアガイドを参照。
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29
フフフィィィーーールルルドドドををを作作作成成成すすするるる

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順

新しいフィールドを作成するジオリンクシステムの オペ
レーターズマニュアルまたはソフトウェアガイドを参照。

30
新新新しししいいい散散散布布布率率率ののの薬薬薬剤剤剤ののの登登登録録録

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順

新しい薬剤を登録して散布率を入力するジオリンクシ
ステムの オペレーターズマニュアルまたはソフトウェア
ガイドを参照。

31
散散散布布布作作作業業業ののの作作作成成成

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順
1. 作業メニューを押し、新しい作業を作成アイコ

ンを押す図 159。

g304037

図図図 159

1. 作業の名称アイコン 3. 作業メニューのアイコン

2. 新しい作業を作成アイコン 4. 承認アイコン

2. 画面上キーボードから一般作業名を入力し、承
認アイコンを押す図 159。

3. 新規作業ダイアログボックスの中で、ノズル ア
イコンを押す図 160。
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g304039

図図図 160

1. ノズルアイコン 3. 承認アイコン

2. ノズル選択リストアイコン

4. ノズル選択リスト内で、どのノズルのアイコンでも
よいから押して承認アイコンを押す図 160。

5. 新しい作業ダイアログボックスの中で、承認ア
イコンを押す図 161。

g304038

図図図 161

1. 承認アイコン

32
散散散布布布シシシススステテテムムムををを点点点検検検すすするるる

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順
1. 駐車ブレーキを掛ける。

2. 液剤タンクに 200 リットルの水を入れるマシンの
オペレーターズマニュアルを参照。

3. エンジンを始動し、エンジン速度を高速にセッ
トする。

4. ジオリンクの制御コンソール上で 散布率コント
ローラ アイコンを押す図 162。
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g303612

図図図 162

1. 散布レートコントローラ ア
イコン

4. 減らすアイコン (-)

2. ダイアログボックス散布率
コントローラ

5. 増やすアイコン (+)

3. レート制御モードアイコン手
動モード

5. 散布レートコントローラダイアログボックスで、
レート制御モードアイコンを押し続けると手動モー
ドになる図 162。

6. 減らすアイコン (-) と増やすアイコン (+)を使用して
散布圧力図 162を 13.75 bar (200 psi) にする。

7. マシンのマスターブームスイッチをオンにセット
する図 163。

g205127

図図図 163

8. ジオリンクの制御コンソール上で マスタースイッチ
アイコン図 164を押してオン緑にする。

g203807

図図図 164

1. 緑色のマスタースイッチア
イコンシステム準備完了、
散布コントローラ オン

2. 白色マスタースイッチアイコ
ンスタンバイ

9. 液漏れがないか、液剤ホースとフィッティング全
部を点検する。

注注注 液漏れがある場合にはエンジンを止めて修
理を行う。
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33
攪攪攪拌拌拌バババイイイパパパスススバババルルルブブブのののバババララランンン
ススス調調調整整整

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

シシシススステテテムムムととと攪攪攪拌拌拌バババイイイパパパススス水水水圧圧圧のののチチチェェェッッッ
ククク
1. 駐車ブレーキを掛け、エンジンを始動させる。

注注注 エンジンおよび油圧系統が動作温度に達する
まで約 10 分間待つ。

2. マスターブームスイッチをオフにセットする。

3. ポンプスイッチと攪拌スイッチをオン位置にする。

4. 個別ブームスイッチ左、右、中央を全て オン
にする。

5. エンジン速度を高速にセットする。

6. ジオリンクの制御コンソール上で 散布率コント
ローラ アイコンを押す。

7. 散布レートコントローラダイアログボックスで、
レート制御モードアイコンを押し続けると手動モー
ドになる図 165。

g303643

図図図 165

1. レート制御モードアイコン手
動モード

3. 増やすアイコン (+)

2. 減らすアイコン (-)

8. 減らすアイコン (-) と増やすアイコン (+) を使用し
て散布圧力図 165を 6.9 bar (100 psi) にする。

9. マシンの攪拌スイッチをオフにセットする。

10. 散布システムの水圧を見る。水圧計の読みが
6.9 bar であれば、攪拌バルブの基本設定は適
切である。

水圧計の読みが変化している場合は、攪拌バイ
パスバルブを調整する 攪拌バイパスバルブの調
整 (ページ 69)を参照。

攪攪攪拌拌拌バババイイイパパパスススバババルルルブブブののの調調調整整整
1. 攪拌スイッチをオフにし、車両後部で、攪拌バイ

パスバルブを探し出す。

g191362

図図図 166

1. アクチュエータ 攪拌バルブ 2. 攪拌バイパスバルブ

2. 攪拌バイパスバルブ図 166を操作して水圧計の読
みが 689 kPa (100 psi) になるように調整する。

3. 攪拌スイッチをオンにして散布水圧を見る。

注注注 散布水圧が 6.9 bar (100 psi) よりも低い又は
高い場合には、ステップ1と2をもう一度行う。

4. 攪拌スイッチをオフにして散布水圧を見る。

注注注 散布水圧が 6.9 bar (100 psi) よりも低い又は
高い場合には、ステップ1と2をもう一度行う。

34
フフフロロローーーメメメーーータタタのののキキキャャャリリリブブブレレレーーーシシショョョ
ンンンををを行行行ううう

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順

フローメータのキャリブレーションを行うジオリンクシス
テムの オペレーターズマニュアルまたはソフトウェア
ガイドを参照。
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35
携携携帯帯帯電電電話話話通通通信信信ののの状状状態態態ををを確確確認認認
すすするるる

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順
1. 周囲に高い建物や電線のない屋外に車両を出

す。

2. 駐車ブレーキを掛ける。

3. ジオリンクの制御コンソール上で GPS 情報 ア
イコンを押す図 167。

g307927

図図図 167

1. GPS 精度アイコン 3. 携帯診断アイコン

2. GPS 情報アイコン

4. 携帯診断アイコンを押し、携帯電話通信の状態
の表示が N-TRIP 接続データ受信中図 168となる
ことを確認する。

注注注 N-TRIP 接続データ受信中以外のメッセージ
が表示される場合は、弊社代理店、 Toro NSN
@ 1-844-GEOLINK (1-844-436-5465)、または
NSNTech@toro.com へ連絡する。

g303849

図図図 168

1. 携帯電話通信の状態の表
示フィールド

2. 承認アイコン

5. 承認アイコンを押すとダイアログボックスが閉じ
る。

36
コココンンンパパパスススのののキキキャャャリリリブブブレレレーーーシシショョョンンン
ををを行行行ううう

デデディィィススストトトリリリビビビュュューーータタタののの整整整備備備工工工場場場にににててて

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順

ディストリビュータの整備工場でコンパスのキャリブレー
ションを行うジオリンクシステムの オペレーターズマニュ
アルまたはソフトウェアガイドを参照。
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37
コココンンンパパパスススのののキキキャャャリリリブブブレレレーーーシシショョョンンン
ををを行行行ううう

ユユユーーーザザザーーーののの施施施設設設にににててて

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順

ユーザーの施設でコンパスのキャリブレーションを行
うジオリンクシステムの オペレーターズマニュアルまた
はソフトウェアガイドを参照。
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欧欧欧州州州にににおおおけけけるるるプププララライイイバババシシシーーー保保保護護護ににに関関関すすするるるおおお知知知らららせせせ

トロが収集する情報について
トロ・ワランティー・カンパニートロは、あなたのプライバシーを尊重します。この製品について保証要求が出された場合や、製品のリコールが行われた場合に
あなたに連絡することができるように、トロと直接、またはトロの代理店を通じて、あなたの個人情報の一部をトロに提供していただくようお願いいたします。

トロの製品保証システムは、米国内に設置されたサーバーに情報を保存するため、個人情報の保護についてあなたの国とまったく同じ内容の法律
が適用されるとは限りません。

あなたがご自分の個人情報を提供なさることにより、あなたは、その情報がこの「お知らせ」に記載された内容に従って処理されることに同意したこ
とになります。

トロによる情報の利用
トロでは、製品保証のための処理ならびに製品にリコールが発生した場合など、あなたに連絡をすることが必要になった場合のために、あなたの個人情報を
利用します。また、トロが上記の業務を遂行するために必要となる活動のために、弊社の提携会社、代理店などのビジネスパートナーに情報を開示する場
合があります。弊社があなたの個人情報を他社に販売することはありません。ただし、法の定めによって政府や規制当局からこれらの情報の開示を求めら
れた場合には、かかる法規制に従い、また弊社ならびに他のユーザー様を保護する目的のために情報開示を行う権利を留保します。

あなたの個人情報の保管について
トロでは、情報収集の当初の目的を遂行するのに必要な期間にわたって、また法に照らして必要な期間法律によって保存期間が決められて
いる場合などにわたって情報の保管を行います。

弊社はあなたの個人情報の流出を防ぎます
トロは、あなたの個人情報の保護のために妥当な措置を講ずることをお約束します。また、情報が常に最新の状態に維持されるよう必要な手段を講じます。

あなたの個人情報を訂正したい場合などのアクセス方法
ご自身の個人情報を確認・訂正されたい場合には、legal@toro.com へ電子メールをお送りください。

オオオーーーススストトトラララリリリアアアにににおおおけけけるるる消消消費費費者者者保保保護護護法法法にににつつついいいててて

オーストラリアのお客様には、梱包内部に資料を同梱しているほか、弊社代理店にても法律に関する資料をご用意しております。

374-0282 Rev C

 



Toro 製製製品品品保保保証証証

2年間品質保証

保保保証証証条条条件件件おおおよよよびびび保保保証証証製製製品品品

Toro 社およびその関連会社であるToro ワランティー社は、両社の合意に
基づき、Toro 社の製品「製品」と呼びますの材質上または製造上の欠陥
に対して、2年間または1500運転時間のうちいずれか早く到達した時点
までの品質保証を共同で実施いたします。この保証は、エアレータ以外
のすべての機器に適用されますエアレータ製品については別途保証があ
ります。この品質保証の対象となった場合には、弊社は無料で「製品」
の修理を行います。この無償修理には、診断、作業工賃、部品代、運賃
が含まれます。保証は「製品」が納品された時点から有効となります。
*アワーメータを装備している機器に対して適用します。

保保保証証証請請請求求求ののの手手手続続続ききき

保証修理が必要だと思われた場合には、「製品」を納入した弊社代理店
ディストリビュータ又はディーラーに対して、お客様から連絡をして頂くことが
必要です。連絡先がわからなかったり、保証内容や条件について疑問があ
る場合には、本社に直接お問い合わせください。

Toro Commercial Products Service Department
Toro Warranty Company
8111 Lyndale Avenue South
Bloomington, MN 55420-1196

952–888–8801 または 800–952–2740
E-mail: commercial.warrnty@toro.com

オオオーーーナナナーーーののの責責責任任任

「製品」のオーナーは、オペレーターズマニュアルに記載された整備や調
整を実行する責任があります。これらの保守を怠った場合には、保証が受
けられないことがあります。

保保保証証証ののの対対対象象象とととななならららななないいい場場場合合合

保証期間内であっても、すべての故障や不具合が保証の対象となるわけで
はありません。以下に挙げるものは、この保証の対象とはなりません

• Toroの純正交換部品以外の部品を使用したことまたはToroの純正部
品以外のアクサセリや製品を搭載して使用したことが原因で発生した
故障や不具合。これらの製品については、別途製品保証が適用され
る場合があります。

• 推奨された整備や調整を行わなかったことが原因で生じた故障や不具
合。オペレーターズマニュアル に記載されている弊社の推奨保守手順
に従った適切な整備が行われていない場合。

• 運転上の過失、無謀運転など「製品」を著しく過酷な条件で使用したこ
とが原因で生じた故障や不具合。

• 通常の使用に伴って磨耗消耗する部品類。但しその部品に欠陥があっ
た場合には保証の対象となります。通常の使用に伴って磨耗消耗する
部品類とは、ブレーキバッドおよびライニング、クラッチライニング、ブ
レード、リール、ローラおよびベアリングシールドタイプ、グリス注入タイ
プ共、ベッドナイフ、タイン、点火プラグ、キャスタホイール、ベアリン
グ、タイヤ、フィルタ、ベルトなどを言い、この他、液剤散布用の部品
としてダイヤフラム、ノズル、チェックバルブなどが含まれます。

• 外的な要因によって生じた損害。外的な要因とは、天候、格納条件、
汚染、弊社が認めていない燃料、冷却液や潤滑剤、添加剤、肥料、
水、薬剤の使用などが含まれます。

• エンジンのための適正な燃料ガソリン、軽油、バイオディーゼルな
どを使用しなかったり、品質基準から外れた燃料を使用したために
発生した不具合。

• 通常の使用に伴う運転音や振動、汚れや傷、劣化。

• 通常の使用に伴う「汚れや傷」とは、運転席のシート、機体の塗装、
ステッカー類、窓などに発生する汚れや傷を含みます。

部部部品品品

定期整備に必要な部品類「部品」は、その部品の交換時期が到来するまで
保証されます。この保証によって取り付けられた部品は、この製品保証によ
り保証期間終了まで保証され、取り外された部品は弊社の所有となります。
部品やアセンブリを交換するか修理するかの判断は弊社が行います。弊社
が保証修理のために再製造した部品を使用する場合があります。

デデディィィーーープププサササイイイクククルルルバババッッッテテテリリリーーーおおおよよよびびびリリリチチチウウウムムムイイイオオオンンンバババッッッテテテリリリーーー
ののの保保保証証証

ディープサイクルバッテリーやリチウムイオンバッテリーは、その寿命中に放
出することのできるエネルギーの総量kWhが決まっています。一方、バッ
テリーそのものの寿命は、使用方法、充電方法、保守方法により大きく変
わります。バッテリーを使用するにつれて、完全充電してから次に完全充
電が必要になるまでの使用可能時間は徐々に短くなってゆきます。このよ
うな通常の損耗を原因とするバッテリーの交換は、オーナーの責任範囲で
す。本製品の保証期間中に、上記のような通常損耗によってオーナーの
負担によるバッテリー交換の必要性がでてくることは十分に考えられます。
注リチウムイオンバッテリーについてリチウムイオンバッテリーには、その部
品の性質上、使用開始後 3-5 年についてのみ保証が適用される部品があ
り、その保証は期間割保証補償額逓減方式となります。さらに詳しい情報に
ついては、オペレーターズマニュアル をご覧ください。

保保保守守守整整整備備備ににに掛掛掛かかかるるる費費費用用用はははオオオーーーナナナーーーががが負負負担担担すすするるるももものののとととしししままますすす

エンジンのチューンナップ、潤滑、洗浄、磨き上げ、フィルタや冷却液の
交換、推奨定期整備の実施などは「製品」の維持に必要な作業であり、
これらに関わる費用はオーナーが負担します。

そそそののの他他他

上記によって弊社代理店が行う無償修理が本保証のすべてとなります。

両両両社社社ははは、、、本本本製製製品品品ののの使使使用用用ににに伴伴伴っっっててて発発発生生生しししうううるるる間間間接接接的的的偶偶偶発発発的的的結結結果果果的的的損損損害害害、、、例例例
えええばばば代代代替替替機機機材材材ににに要要要しししたたた費費費用用用、、、故故故障障障中中中ののの修修修理理理関関関連連連費費費用用用ややや装装装置置置不不不使使使用用用ににに伴伴伴ううう
損損損失失失なななどどどにににつつついいいててて何何何らららののの責責責ももも負負負うううももものののででではははああありりりままませせせんんん。。。両両両社社社ののの保保保証証証責責責任任任ははは
上上上記記記ののの交交交換換換まままたたたははは修修修理理理ににに限限限らららせせせててていいいたたただだだきききままますすす。。。そそそののの他他他にににつつついいいてててははは、、、排排排
気気気ガガガススス関関関係係係ののの保保保証証証ををを除除除ききき、、、何何何らららののの明明明示示示的的的ななな保保保証証証もももおおお約約約束束束すすするるるももものののででではははああありりり
ままませせせんんん。。。商商商品品品性性性ややや用用用途途途適適適性性性にににつつついいいてててののの黙黙黙示示示的的的内内内容容容にににつつついいいてててののの保保保証証証ももも、、、本本本
保保保証証証ののの有有有効効効期期期間間間中中中のののみみみににに限限限っっっててて適適適用用用ささされれれままますすす。。。

米国内では、間接的偶発的損害に対する免責を認めていない州がありま
す。また黙示的な保証内容に対する有効期限の設定を認めていない州があ
ります。従って、上記の内容が当てはまらない場合があります。この保証に
より、お客様は一定の法的権利を付与されますが、国または地域によって
は、お客様に上記以外の法的権利が存在する場合もあります。

エエエンンンジジジンンン関関関係係係ののの保保保証証証にににつつついいいててて

米国においては環境保護局EPAやカリフォルニア州法CARBで定められたエ
ンジンの排ガス規制および排ガス規制保証があり、これらは本保証とは別個
に適用されます。くわしくはエンジンメーカーのマニュアルをご参照ください。
上に規定した期限は、排ガス浄化システムの保証には適用されません。くわ
しくは、製品に同梱またはエンジンメーカーからの書類に同梱されている、エ
ンジンの排ガス浄化システムの保証についての説明をご覧下さい。

米米米国国国とととカカカナナナダダダ以以以外外外のののおおお客客客様様様へへへ

米国またはカナダから輸出された製品の保証についてのお問い合わせは、お買いあげのToro社販売代理店ディストリビュータまたはディーラへおたずねくださ
い。代理店の保証内容にご満足いただけない場合は輸入元にご相談ください。

374-0253 Rev D

 




